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高
知
大
学

農
林
海
洋
科
学
部
設
置
構
想
の
概
要

設
置
の
趣
旨
・
必
要
性

○
⼀
次
産
業
の
⾼
度
化
や
D
ig
ita

l T
ra
ns
fo
rm

at
io
n

・
次
世
代
型
⾼
知
新
施
設
園
芸
シ
ス
テ
ム
の
推
進
や
N
ex
t次
世
代
型
⾼
知
新
施
設

園
芸
シ
ス
テ
ム
の
開
発
（
第
4期

⾼
知
県
産
業
振
興
計
画
）

・
ス
マ
ー
ト
林
業
や
畜
産
の
振
興
、
「
⾼
知
マ
リ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
等
の
施

策
の
展
開
（
第
4期

⾼
知
県
産
業
振
興
計
画
）

・
「
海
洋
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
⽤
」
（
第
3期

海
洋
基
本
計
画
）
等
に
対
応
で
き

る
海
洋
科
学
分
野
で
の
教
育
課
程
の
編
成

○
Io
P事

業
の
「
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
の
課
題

・
「
Io
P（

In
te
rn
et
 o
f P

la
nt
s）
が
導
く
N
ex
t次
世
代
施
設
園
芸
農
業
へ
の
進

化
」
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
た
⾼
度
な
農
業
⼈
材
の
育
成

・
Io
P事

業
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
施
設
園
芸
に
と
ど
ま
ら
ず
、
⼀
次
産
業

（
農
林
⽔
産
業
）
全
体
に
わ
た
る
⼈
材
育
成
へ
の
発
展
・
普
及

・
⼀
次
産
業
の
強
み
を
⾼
知
県
内
の
他
産
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
６
次
産

業
⼈
材
・
経
営
⼈
材
の
必
要
性

○
H
28
農
林
海
洋
科
学
部
設
置
以
降
の
新
た
な
課
題

・
ス
マ
ー
ト
農
業
や
⼀
次
産
業
の
DX
実
現
に
向
け
て
は
、
農
学
・
農
芸

化
学
の
総
合
的
・
分
野
横
断
的
な
知
識
等
が
不
可
⽋

・
地
域
の
将
来
を
担
う
農
学
・
海
洋
科
学
⼈
材
の
地
域
社
会
へ
の
輩
出

の
仕
組
み
（
地
域
の
実
業
⾼
校
か
ら
の
⾼
⼤
接
続
・
農
業
⼤
学
校
等

か
ら
の
接
続
）
の
必
要
性

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
や
6次

産
業
化
教
育
を
導
⼊
を
改
⾰
の
軸
と
し
た
学
科
再
編
に
よ
る
新
し
い
農
林
海
洋
科
学
部
を
構
築
（
R５

年
度
）

改
⾰
の
ポ
イ
ン
ト
と

養
成
す
る
⼈
材
像

（
⼊
学
定
員
：
20

0⼈
）

①
⼀

次
産

業
の

DX
の

推
進

に
対

応
で

き
る

体
系

的
な

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

の
展

開
②

農
学

・
農

芸
化

学
の

両
分

野
を

横
断

し
た

総
合

的
な

「
農

林
資

源
科

学
科

」
の

構
築

（
３

学
科

→
 ２

学
科

）
③

「
Io

Pが
導

く
Ne

xt
次

世
代

施
設

園
芸

農
業

へ
の

進
化

」
を

基
盤

と
し

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
編

成
④

他
産

業
へ

の
波

及
を

⾒
据

え
た

6次
産

業
化

教
育

や
地

域
社

会
と

連
携

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
展

開
⑤

１
次

産
業

を
基

幹
産

業
と

す
る

⾼
知

県
で

の
⼈

材
育

成
・

輩
出

を
踏

ま
え

た
⼊

学
定

員
の

充
実

⑥
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
た

⼈
材

育
成

や
⼈

材
定

着
に

繋
が

る
⼊

試
改

⾰
（

地
域

枠
・

３
年

次
編

⼊
）

⑦
地

域
社

会
や

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

を
交

え
た

外
部

評
価

委
員

会
の

設
置

［
養

成
す

る
⼈

材
像

］
農

学
・

海
洋

科
学

の
諸

分
野

か
ら

、
持

続
的

社
会

の
創

造
を

志
し

、
⼀

次
産

業
の

DX
に

資
す

る
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

知
識

や
農

林
海

洋
資

源
の

持
続

的
開

発
・

利
⽤

や
環

境
保

全
等

の
諸

課
題

に
対

応
で

き
る

豊
か

な
知

識
・

素
養

と
技

能
、

実
践

⼒
を

併
せ

も
っ

た
⼈

材

農
林
資
源
科
学
科
（
⼊
学
定
員
：
13

5⼈
学
位
：
学
⼠
（
農
学
）
）

海
洋
資
源
科
学
科
（
⼊
学
定
員
：
65
⼈

学
位
：
学
⼠
（
海
洋
科
学
）
）

次
世

代
農

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
EP

SA
）

総
合

的
海

洋
管

理
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
IC

O
M

）

学
部

共
通

科
⽬

︓
「

⼀
次

産
業

DX
概

論
」

「
ス

マ
ー

ト
農

業
Ⅰ

」
「

ス
マ

ー
ト

農
業

Ⅱ
」

「
⼤

学
数

学
⼊

⾨
」

「
基

礎
統

計
学

」
農

林
資

源
科

学
科

︓
暖

地
農

学
分

野
「

施
設

⽣
産

学
概

論
」

ほ
か

９
科

⽬
、

環
境

保
全

分
野

「
動

物
⽣

態
学

」
ほ

か
7科

⽬
、

農
芸

化
学

分
野

「
⼟

壌
学

」
ほ

か
7科

⽬
、

発
展

科
⽬

「
地

理
空

間
情

報
学

・
演

習
」

ほ
か

4科
⽬

、
AI

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
科

⽬
「

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
微

分
・

積
分

」
ほ

か
３

科
⽬

海
洋

資
源

科
学

科
︓

IC
O

M
科

⽬
D

S・
D

X関
連

科
⽬

「
海

洋
科

学
概

論
」

ほ
か

７
科

⽬

［
趣

旨
・

⽬
的

］
⼀

次
産

業
の

DX
実

現
に

向
け

必
要

と
さ

れ
る

基
盤

的
な

情
報

科
学

や
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

に
係

る
知

識
を

体
系

的
に

⾝
に

付
け

さ
せ

る
と

と
も

に
、

演
習

を
通

じ
て

実
践

⼒
を

涵
養

す
る

。

学
科
の
編
成
と

学
部
・
学
科
共
通
科
⽬

（
DS
・
DX
科
⽬
）

［
改

⾰
の

ポ
イ

ン
ト

］
・

農
学

・
農

芸
化

学
の

両
分

野
を

横
断

し
た

科
⽬

群
の

設
置

・
Io

P事
業

の
成

果
を

基
盤

と
し

た
「

次
世

代
農

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
な

ど
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

充
実

・
地

域
社

会
と

連
携

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
展

開
・

6次
産

業
化

に
繋

が
る

教
育

の
展

開
［

養
成

す
る

⼈
材

像
］

農
林

業
に

関
わ

る
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

ま
た

は
農

芸
化

学
に

関
す

る
専

⾨
的

な
知

識
、

並
び

に
農

林
業

に
関

わ
る

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

や
DX

の
知

識
を

併
せ

も
っ

た
持

続
的

資
源

開
発

・
利

⽤
、

環
境

保
全

等
の

諸
課

題
や

６
次

産
業

化
に

対
応

で
き

る
実

践
⼒

の
あ

る
専

⾨
⼈

材
［

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
特

⾊
］

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

、
⼀

次
産

業
DX

や
ス

マ
ー

ト
農

業
、

経
営

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
教

育
課

程
を

編
成

し
、

農
林

資
源

の
持

続
的

資
源

開
発

・
利

⽤
や

環
境

保
全

に
不

可
⽋

な
知

識
や

⼿
法

な
ど

、
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

、
農

芸
化

学
に

係
る

専
⾨

的
知

識
や

６
次

産
業

化
の

た
め

の
知

識
を

持
っ

た
⼈

材
を

育
成

す
る

。
［

卒
業

⽣
の

進
路

］
企

業
（

農
業

資
材

メ
ー

カ
ー

、
農

機
具

メ
ー

カ
ー

、
農

薬
関

連
企

業
、

化
学

メ
ー

カ
ー

、
⼟

⽊
・

建
設

業
）

、
就

農
、

農
業

法
⼈

、
農

林
業

系
団

体
、

農
学

系
公

務
員

、
試

験
研

究
機

関
、

学
校

教
員

（
理

科
・

農
業

）
、

⼤
学

院
進

学
等

［
改

⾰
の

ポ
イ

ン
ト

］
・

海
洋

に
関

す
る

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

教
育

科
⽬

の
導

⼊
・

配
置

・
「

総
合

的
海

洋
管

理
教

育
」

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

展
開

・
充

実

［
養

成
す

る
⼈

材
像

］
海

洋
資

源
の

有
効

活
⽤

に
よ

る
持

続
的

社
会

の
創

造
を

志
し

、
俯

瞰
的

に
問

題
を

分
析

し
実

際
に

⾏
動

し
解

決
で

き
る

能
⼒

を
有

す
る

と
と

も
に

、
海

洋
⽣

物
⽣

産
、

海
底

資
源

環
境

⼜
は

海
洋

⽣
命

科
学

に
関

す
る

専
⾨

的
な

知
識

を
併

せ
持

っ
た

海
洋

資
源

管
理

に
⻑

け
た

実
践

⼒
の

あ
る

海
洋

専
⾨

⼈
材

［
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

特
⾊

］
海

洋
⽣

物
⽣

産
学

・
海

底
資

源
環

境
学

・
海

洋
⽣

命
科

学
に

関
す

る
専

⾨
科

⽬
を

体
系

的
に

修
得

す
る

と
と

も
に

、
学

科
共

通
科

⽬
と

し
て

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
教

育
及

び
総

合
的

海
洋

管
理

学
関

連
科

⽬
を

履
修

す
る

こ
と

で
、

⼀
次

産
業

DX
及

び
資

源
管

理
・

海
洋

政
策

等
に

精
通

し
た

海
洋

専
⾨

⼈
材

を
育

成
す

る
。

［
卒

業
⽣

の
進

路
］

企
業

（
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
業

、
養

殖
業

、
化

学
・

医
薬

系
企

業
）

資
源

系
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
地

質
・

建
設

系
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
海

の
レ

ジ
ャ

ー
・

観
光

業
、

⽔
族

館
職

員
、

公
務

員
、

試
験

研
究

機
関

、
学

校
教

員
（

理
科

・
⽔

産
）

、
⼤

学
院

進
学

等

［
趣

旨
・

⽬
的

］
ス

マ
ー

ト
農

業
、

⼀
次

産
業

の
DX

の
実

現
に

向
け

て
、

産
業

の
デ

ー
タ

駆
動

型
DX

を
牽

引
で

き
る

農
学

・
情

報
⼯

学
・

農
芸

化
学

の
連

携
に

よ
る

次
世

代
型

農
業

に
精

通
し

た
⼈

材
を

育
成

す
る

［
代

表
的

な
科

⽬
名

］
・

Io
P総

論
・

ス
マ

ー
ト

農
業

Ⅰ
・

Ⅱ
・

農
業

イ
ン

タ
ー

ン
実

習

［
趣

旨
・

⽬
的

］
海

洋
資

源
と

そ
れ

を
取

り
巻

く
海

洋
環

境
を

適
切

に
維

持
・

管
理

し
て

い
く

た
め

の
基

礎
的

知
識

や
社

会
科

学
的

知
識

を
有

す
る

国
際

的
な

“総
合

的
海

洋
管

理
”の

視
野

を
持

っ
た

⼈
材

を
育

成
す

る

［
代

表
的

な
科

⽬
名

］
・

海
洋

科
学

概
論

・
⽔

産
資

源
学

・
海

洋
管

理
政

策
論
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【
知
識
・
技
能
】

１
．
農
林
海
洋
科
学
分
野
の
専
⾨
知
識
と
技
能
修
得
や
⼀
次
産
業

の
DX
に
資
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
専
⾨
的
な
知
識

を
修
得
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
⾼
等
学
校
卒
業
程
度
の
教

科
学
習
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
有
す
る
。

【
思
考
⼒
・
判
断
⼒
・
表
現
⼒
】

１
．
物
事
を
客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
得
ら
れ
た
知
識
及
び
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
科
学
的
・
論
理
的

思
考
が
で
き
る
。

３
．
⾔
語
や
数
式
を
使
っ
て
、
⾃
ら
の
思
考
を
適
切
に
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

【
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
】

１
．
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
多
様
な
⼈
々
と
意
⾒
交
換
が
で
き
る
。

２
．
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

３
．
チ
ー
ム
の
⼀
員
と
し
て
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
関
⼼
・
意
欲
】

１
．
専
⾨
分
野
の
修
得
に
つ
い
て
強
い
関
⼼
と
意
欲
を
持
っ
て
い

る
。

２
．
農
林
海
洋
科
学
分
野
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
及
び
⼀
次
産
業

の
DX
に
関
⼼
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
利
⽤
し
て
地
域
社
会
及
び
国

際
社
会
に
役
⽴
つ
研
究
・
開
発
を
⾏
う
意
欲
が
あ
る
。高

知
大
学

農
林
海
洋
科
学
部
の
概
要
と
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

設
置
の
趣
旨
・
必
要
性

○
ス

マ
ー

ト
農

業
等

の
急

速
な

発
展

へ
の

対
応

○
⼀

次
産

業
（

農
林

⽔
産

業
）

の
Di

gi
ta

l T
ra

ns
fo

rm
at

io
n（

DX
）

の
実

現
○

ス
マ

ー
ト

農
業

や
⼀

次
産

業
の

DX
の

実
現

に
向

け
た

、
農

学
・

農
芸

化
学

の
分

野
横

断
的

な
知

識
等

の
必

要
性

○
Io

P事
業

の
成

果
に

基
づ

く
、

先
端

的
な

農
学

⼈
材

の
育

成

養
成

す
る

⼈
材

像
農

学
・

海
洋

科
学

の
諸

分
野

か
ら

、
持

続
的

社
会

の
創

造
を

志
し

、
⼀

次
産

業
の

DX
に

資
す

る
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

知
識

や
農

林
海

洋
資

源
の

持
続

的
開

発
・

利
⽤

や
環

境
保

全
等

の
諸

課
題

に
対

応
で

き
る

豊
か

な
知

識
・

素
養

と
技

能
、

実
践

⼒
を

併
せ

も
っ

た
⼈

材

⼊
学
定
員
全
体
の
設
定
の
考
え
⽅

農
林
資
源
科
学
科
13
5⼈

・
海
洋
資
源
科
学
科
65
⼈
の
計
20
0⼈

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
農
林
資
源
科
学
科
15
⼈
の
地
域

枠
（
⾼
知
県
枠
）
⼊
試
を
定
員
設
け
た
上
で
、
県
内
⾼
校
か
ら

総
合
型
選
抜
Ⅰ
に
よ
り
5⼈

、
学
校
推
薦
型
選
抜
Ⅰ
に
よ
り
10
⼈

の
選
抜
を
⾏
う
。

ま
た
、
⾼
知
県
⽴
農
業
⼤
学
校
や
専
修
学
校
・
短
期
⼤
学
等

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
農
林
資
源
科
学
科
に
３
年
次
編
⼊
学
定

員
２
⼈
を
新
設
す
る
。

教
育
課
程
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
へ
の
到
達
を
⽬
的
に
、

１
年
次
の
「
課
題
探
求
実
践
セ
ミ
ナ
ー
（
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス

実
習
）
」
（
共
通
教
育
科
⽬
）
に
よ
り
農
林
海
洋
科
学
部
の
諸
分
野

の
内
容
や
魅
⼒
を
伝
え
た
上
で
、
学
部
共
通
科
⽬
及
び
学
科
共
通
科

⽬
の
「
DS
・
DX
科
⽬
」
や
、
学
科
・
コ
ー
ス
独
⾃
の
専
⾨
分
野
の

講
義
・
実
験
・
実
習
科
⽬
か
ら
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
専
⾨
科
⽬
」
、

「
卒
論
科
⽬
」
な
ど
で
編
成
す
る
。

【
教
育
⽅
法
】

○
DS
・
DX
科
⽬

学
部
共
通
科
⽬
及
び
学
科
共
通
科
⽬
の
「
DS
・
DX
科
⽬
」
を
受

講
さ
せ
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
⼀
次
産
業
の
DX
に
必
要
な
知
識

を
修
得
さ
せ
る
。

○
専
⾨
科
⽬

農
林
海
洋
科
学
諸
分
野
の
専
⾨
科
⽬
を
受
講
さ
せ
る
。
両
学
科
と

も
に
コ
ー
ス
横
断
的
な
受
講
が
可
能
で
あ
り
、
専
⾨
性
を
⾼
め
る
と

と
も
に
幅
広
い
知
識
を
習
得
で
き
る
。

○
必
修
の
専
⾨
科
⽬
で
あ
る
「
卒
業
論
⽂
」
に
お
い
て
、
研
究
者

倫
理
に
関
す
る
授
業
を
実
施
し
、
⾼
い
倫
理
意
識
の
も
と
に
、
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
を
育
成
す
る
。

【
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
「
SU
IJI
」
（
共
通
教
育
）
及
び

「
農
⼭
漁
村
地
域
連
携
教
育
」
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
、

国
際
的
・
地
域
的
視
野
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
能
⼒
を
涵
養
す
る
。

学
科
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
農
林
資
源
科
学
科
で
は
「
次
世
代
農
業

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
海
洋
資
源
科
学
科
で
は
「
総
合
的
海
洋
管

理
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
け
、
専
⾨
領
域
の
知
識
・
技
術
の
深

化
を
図
る
。

【
学
修
評
価
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評
価
】

学
修
は
、
試
験
や
演
習
・
実
験
・
実
習
等
の
成
績
に
よ
り
評
価
す

る
。
学
⽣
や
卒
業
⽣
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
照
し
つ
つ
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
評
価
を
実
施
し
、
改
善
を
⾏
う
。

【
知
識
・
理
解
】

農
林
海
洋
科
学
に
関
す
る
⾃
⼰
の
専
⾨
分
野
及
び
⼀
次
産
業
の

DX
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
重
要
性
を
深
く
理
解
し
、
⾃
⼰
の
分
野
と
他
分
野
を
結

び
つ
け
、
地
域
社
会
や
国
際
社
会
が
抱
え
る
⾷
料
・
資
源
・
環
境
問

題
や
⼀
次
産
業
の
発
展
に
資
す
る
知
識
や
技
能
を
修
得
し
、
幅
広
い

視
点
か
ら
地
域
・
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
。

【
思
考
・
判
断
】

⾃
⼰
の
知
識
に
よ
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
論
理
的
考
察
に
よ
り
問

題
の
本
質
を
把
握
・
分
析
し
、
課
題
の
本
質
を
正
確
に
把
握
・
分
析

し
、
⾃
⾝
の
専
⾨
分
野
の
み
な
ら
ず
、
関
連
す
る
他
分
野
と
も
連
携

し
、
そ
れ
ら
の
知
識
や
技
能
を
取
り
⼊
れ
な
が
ら
、
好
奇
⼼
を
持
っ

て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

【
技
能
・
表
現
】

卒
業
論
⽂
研
究
の
内
容
を
的
確
な
分
析
⼿
法
で
解
析
し
、
明
確
に

発
表
で
き
、
他
者
の
発
表
内
容
に
つ
い
て
も
関
⼼
を
持
ち
、
積
極
的

に
議
論
に
参
加
で
き
る
。

【
関
⼼
・
意
欲
・
態
度
】

⼀
次
産
業
の
DX
や
ス
マ
ー
ト
化
、
⾷
料
問
題
や
環
境
保
全
に
⾼

い
関
⼼
を
持
ち
、
専
⾨
分
野
の
知
識
を
深
く
理
解
し
た
上
で
、
周
辺

分
野
と
協
働
す
る
こ
と
で
、
課
題
解
決
に
⾼
い
意
欲
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
。
豊
か
な
俯
瞰
⼒
・
企
画
⼒
・
探
求
⼒
・
分
析

⼒
を
持
つ
⾼
度
⼈
材
と
し
て
、
社
会
に
対
し
て
負
う
べ
き
責
任
を
理

解
す
る
健
全
な
倫
理
観
・
⾃
然
観
と
幅
広
い
視
野
を
持
ち
、
地
域
社

会
や
国
際
社
会
に
お
け
る
⾷
料
・
資
源
・
環
境
問
題
の
解
決
や
⼀
次

産
業
の
発
展
に
向
け
て
⾏
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
統
合
・
働
き
か
け
】

農
学
・
海
洋
科
学
に
関
わ
る
技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
、
持
続
可

能
な
⽣
産
に
向
け
た
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
林
海
洋
資
源

の
持
続
的
開
発
・
利
⽤
や
環
境
保
全
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
⼈
々
と

協
⼒
し
て
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
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【
知
識
・
技
能
】

１
．
農
学
分
野
の
専
⾨
知
識
と
技
能
修
得
や
⼀
次
産
業
の
DX
に
資

す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
専
⾨
的
な
知
識
を
修
得
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
、
⾼
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
科
学
習
に
関
す

る
知
識
・
技
能
を
有
す
る
。

【
思
考
⼒
・
判
断
⼒
・
表
現
⼒
】

１
．
物
事
を
客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
得
ら
れ
た
知
識
及
び
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
科
学
的
・
論
理
的
思

考
が
で
き
る
。

３
．
⾔
語
や
数
式
を
使
っ
て
、
⾃
ら
の
思
考
を
適
切
に
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

【
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
】

１
．
さ
ま
ざ
ま
な
⼈
と
意
⾒
交
換
が
で
き
る
。

２
．
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

３
．
チ
ー
ム
の
⼀
員
と
し
て
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
関
⼼
・
意
欲
】

１
．
専
⾨
分
野
の
修
得
に
つ
い
て
強
い
関
⼼
と
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。

２
．
DX
や
ス
マ
ー
ト
化
、
先
端
的
⽣
物
⽣
産
・
利
⽤
、
⽣
産
基
盤

の
環
境
保
全
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
⾼
い
関
⼼
を
持
ち
，
地
域

の
課
題
を
率
先
的
に
学
び
、
解
決
に
導
く
意
欲
が
あ
る
。

３
．
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
専
⾨
的
な
知
識
を
修
得
し
、
地

域
社
会
及
び
国
際
社
会
に
役
⽴
つ
研
究
・
開
発
を
⾏
う
意
欲
が
あ

る
。

高
知
大
学

農
林
海
洋
科
学
部
農
林
資
源
科
学
科
の
概
要
と
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

設
置
の
趣
旨
・
必
要
性

○
ス

マ
ー

ト
農

林
業

の
急

速
な

発
展

へ
の

対
応

○
農

林
業

の
Di

gi
ta

l T
ra

ns
fo

rm
at

io
n

(D
X)

 の
実

現
○

農
林

業
の

DX
や

先
端

的
⽣

物
⽣

産
・

利
⽤

、
環

境
保

全
に

向
け

た
、

農
学

・
農

芸
化

学
の

分
野

横
断

的
な

知
識

等
の

必
要

性
○

Io
P事

業
の

成
果

に
基

づ
く

、
先

端
的

な
農

学
⼈

材
の

育
成

養
成

す
る

⼈
材

像
農

林
資

源
の

有
効

活
⽤

に
よ

る
持

続
的

社
会

の
創

造
を

志
し

、
俯

瞰
的

に
問

題
を

分
析

し
、

デ
ー

タ
に

基
づ

く
論

理
的

考
察

に
よ

り
問

題
の

本
質

を
把

握
し

、
実

際
に

⾏
動

し
解

決
で

き
る

能
⼒

を
有

す
る

と
と

も
に

、
農

林
業

に
関

わ
る

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
ま

た
は

農
芸

化
学

に
関

す
る

専
⾨

的
な

知
識

、
並

び
に

農
林

業
に

関
わ

る
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
や

DX
の

知
識

を
併

せ
も

っ
た

持
続

的
資

源
開

発
・

利
⽤

、
環

境
保

全
等

の
諸

課
題

や
６

次
産

業
化

に
対

応
で

き
る

実
践

⼒
の

あ
る

専
⾨

⼈
材

⼊
学
定
員
全
体
の
設
定
の
考
え
⽅

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
コ
ー
ス
90
⼈
・
農
芸
化
学
コ
ー
ス
45
⼈
の
計

13
5⼈

〇
学
校
推
薦
型
選
抜
Ⅰ
30
名
、
総
合
型
選
抜
Ⅰ
20
名
、
⼀
般
選
抜

（
前
期
）
80
名
、
⼀
般
選
抜
（
後
期
）
20
名
で
募
集
を
⾏
う
。

○
地
域
枠
（
⾼
知
県
枠
）
と
し
て
15
名
（
総
合
型
選
抜
５
名
・
学

校
推
薦
型
選
抜
10
名
）
を
置
く
。

〇
３
年
次
編
⼊
学
試
験
（
定
員
２
名
）
と
し
て
地
域
志
向
枠
（
⾼

知
県
・
農
業
分
野
）
を
設
置
す
る
。

【
知
識
・
理
解
】

農
学
に
関
す
る
⾃
⼰
の
専
⾨
分
野
及
び
⼀
次
産
業
の
DX
に
つ
い

て
最
先
端
の
知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
を
深
く
理
解
し
、
⾃
⼰
の
分
野
と
他
分
野
を
関
連
づ
け
、
地
域

社
会
や
国
際
社
会
の
先
端
的
⽣
物
⽣
産
・
利
⽤
、
環
境
保
全
や
地
域

産
業
の
発
展
に
資
す
る
知
識
や
技
能
を
修
得
し
、
幅
広
い
視
点
か
ら

地
域
・
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
。

【
思
考
・
判
断
】

⾃
⼰
の
知
識
に
よ
り
、
デ
ー
タ
に
対
す
る
論
理
的
考
察
に
よ
り
問

題
の
本
質
を
把
握
・
分
析
・
判
断
し
、
⾃
⾝
の
専
⾨
分
野
の
み
な
ら

ず
、
関
連
す
る
他
分
野
の
知
識
や
技
能
を
有
機
的
に
取
り
⼊
れ
な
が

ら
、
好
奇
⼼
を
持
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

【
技
能
・
表
現
】

卒
業
論
⽂
研
究
の
内
容
を
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
⼿
法
で
解

析
し
、
科
学
的
に
明
瞭
に
発
表
で
き
る
う
え
、
他
者
の
発
表
内
容
に

つ
い
て
も
関
⼼
を
持
ち
、
積
極
的
に
議
論
に
参
加
で
き
る
。

【
関
⼼
・
意
欲
・
態
度
】

農
林
業
の
DX
や
⽣
物
⽣
産
・
利
⽤
の
ス
マ
ー
ト
化
、
⾷
料
・
資

源
・
環
境
問
題
の
解
決
や
地
域
産
業
の
発
展
に
⾼
い
関
⼼
を
持
ち
、

専
⾨
分
野
の
知
識
を
深
く
理
解
し
た
上
で
、
関
連
学
問
分
野
を
活
⽤

す
る
こ
と
で
、
課
題
解
決
に
⾼
い
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。
豊
か
な
俯
瞰
⼒
・
⾼
い
企
画
⼒
・
深
い
探
求
⼒
・
鋭
い
分

析
⼒
を
持
つ
⾼
度
な
⼈
材
と
し
て
、
社
会
に
対
し
て
負
う
べ
き
責
任

を
理
解
す
る
健
全
な
倫
理
観
・
⾃
然
観
を
持
ち
、
地
域
社
会
や
国
際

社
会
に
お
け
る
農
林
業
の
DX
や
先
端
的
⽣
物
⽣
産
・
利
⽤
、
環
境

保
全
の
発
展
に
向
け
て
⾏
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
統
合
・
働
き
か
け
】

農
業
・
林
業
及
び
農
芸
化
学
に
関
わ
る
技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
、

持
続
可
能
な
⽣
産
・
6次

産
業
化
に
向
け
た
提
案
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
農
業
・
林
業
の
⽣
産
環
境
の
整
備
と
そ
の
利
⽤
並
び
に
⽣
物

⽣
産
物
の
利
⽤
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
⼈
々
と
協
⼒
し
て
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

【
教
育
内
容
】

教
育
課
程
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
へ
の
到
達
を
⽬
的
に
、

デ
ー
タ
教
育
を
⾏
う
学
科
共
通
の
「
DS
・
DX
科
⽬
」
、
専
⾨
分
野
の

講
義
・
実
験
・
実
習
科
⽬
か
ら
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
専
⾨
科
⽬
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
た
め
の
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
⽬
」
な
ど
で
編
成
す
る
。

【
教
育
⽅
法
】

○
DS
・
DX
科
⽬

学
科
全
体
と
し
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
⼀
次
産
業
の
DX
に
必
要
な

知
識
を
修
得
で
き
る
。

○
学
科
共
通
科
⽬

両
コ
ー
ス
横
断
的
な
受
講
が
可
能
で
あ
り
、
専
⾨
性
を
⾼
め
る
と
と

も
に
幅
広
い
知
識
を
修
得
で
き
る
。

○
専
⾨
科
⽬

農
林
資
源
科
学
の
諸
分
野
の
専
⾨
科
⽬
を
受
講
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

専
⾨
性
を
⾼
め
る
と
と
も
に
幅
広
い
知
識
を
修
得
で
き
る
。

○
経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
科
⽬

農
業
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
の
専
⾨
科
⽬
を
受
講
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
農
林
⽣
産
物
の
6次

産
業
化
の
た
め
の
基
盤
的
知
識
を
修
得

で
き
る
。

○
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
⽬

⾼
知
県
内
の
試
験
研
究
機
関
、
農
業
協
同
組
合
(JA
)、
篤
農
家
や
農

業
法
⼈
等
の
実
務
者
を
講
師
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
⽬
に
よ
り
学
⽣

の
興
味
・
関
⼼
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
技

術
・
技
能
）
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
実
践
⼒
）
」
に
て
現
場
⼒

を
涵
養
す
る
。

【
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

学
科
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
次
世
代
農
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設

定
し
、
⼀
次
産
業
DX
教
育
で
得
ら
れ
た
専
⾨
領
域
の
知
識
・
技
術
の
深

化
を
図
る
。

【
学
修
評
価
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評
価
】

学
修
は
、
試
験
や
演
習
・
実
験
・
実
習
等
の
成
績
に
よ
り
評
価
す
る
。

在
学
⽣
や
修
了
⽣
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
照
し
つ
つ
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
評
価
を
実
施
し
、
改
善
を
⾏
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
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高
知
大
学

農
林
海
洋
科
学
部
海
洋
資
源
科
学
科
の
概
要
と
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

設
置
の
趣
旨
・
必
要
性

〇
第
３
次
海
洋
基
本
計
画
〜
新
た
な
海
洋
⽴
国
へ
の
挑
戦
〜

海
洋
⼈
材
の
育
成
と
国
⺠
の
理
解
の
推
進
、
海
洋
の
産
業
利
⽤
の
促
進
、
海
洋
環
境
の
維
持
保
全

〇
⾼
知
県
の
地
域
課
題
、
解
決
に
向
け
た
政
策
等
（
⾼
知
県
産
業
振
興
計
画
）
へ
の
貢
献

四
国
唯
⼀
の
海
洋
・
⽔
産
系
学
科
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
⼒
の
強
化
に
よ
る
付
加
価
値
や
労

働
⽣
産
性
の
⾼
い
海
洋
関
連
産
業
の
育
成
に
資
す
る
⼈
材
育
成

養
成
す
る
⼈
材
像

海
洋
資
源
の
有
効
活
⽤
に
よ
る
持
続
的
社
会
の
創
造
を
志
し
、
俯

瞰
的
に
問
題
を
分
析
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
論
理
的
考
察
に
よ
り
問

題
の
本
質
を
把
握
し
、
実
際
に
⾏
動
し
解
決
で
き
る
能
⼒
を
有
す
る

と
と
も
に
、
海
洋
⽣
物
⽣
産
、
海
底
資
源
環
境
、
ま
た
は
海
洋
⽣
命

科
学
に
関
す
る
専
⾨
的
な
知
識
、
並
び
に
海
洋
科
学
の
D
X
に
資
す
る

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
を
併
せ
も
っ
た
海
洋
資
源
管
理
に
⻑
け

た
実
践
⼒
の
あ
る
海
洋
専
⾨
⼈
材

【
知
識
・
技
能
】

１
．
専
⾨
的
知
識
の
修
得
に
必
要
と
な
る
、
⾼
等
学
校
卒
業
程
度
の

教
科
学
習
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
有
す
る
。

【
思
考
⼒
・
判
断
⼒
・
表
現
⼒
】

１
．
「
海
洋
資
源
」
お
よ
び
「
海
洋
資
源
管
理
」
に
関
す
る
諸
問
題

や
疑
問
と
な
る
こ
と
を
理
解
し
、
解
決
策
を
探
求
す
る
う
え
で
必

要
と
な
る
論
理
的
思
考
⼒
、
読
解
⼒
を
有
す
る
。

２
．
⾔
語
や
数
式
を
使
っ
て
、
⾃
ら
の
思
考
を
適
切
に
表
現
す
る
基

礎
を
⾝
に
つ
け
て
い
る
。

【
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
】

１
．
「
海
洋
資
源
」
お
よ
び
「
海
洋
資
源
管
理
」
に
関
⼼
を
持
ち
、

地
域
社
会
及
び
国
際
社
会
に
役
⽴
つ
研
究
・
開
発
を
⾏
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

２
．
本
学
の
教
育
研
究
環
境
を
最
⼤
限
活
⽤
し
て
、
⾃
ら
主
体
的
に

学
び
、
成
⻑
し
よ
う
と
い
う
意
志
を
持
ち
、
多
様
な
⼈
々
と
協
働

し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
知
を
深
め
て
い
こ
う
と
す
る
能
動
的
な
姿

勢
を
持
っ
て
い
る
。

【
関
⼼
・
意
欲
】

１
．
専
⾨
分
野
の
修
得
に
つ
い
て
強
い
関
⼼
と
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。

【
教
育
内
容
】

教
育
課
程
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
へ
の
到
達
を
⽬
的
に
、
学
科
共

通
科
⽬
と
各
コ
ー
ス
専
⾨
科
⽬
を
お
く
。
学
科
共
通
科
⽬
は
、
総
合
的
海
洋

管
理
に
つ
い
て
学
ぶ
「
IC
OM

（
総
合
的
海
洋
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
科

⽬
」
、
「
学
科
共
通
科
⽬
」
で
編
成
し
、
「
IC
OM

科
⽬
」
は
、
「
基
盤
科

⽬
」
と
「
応
⽤
科
⽬
」
に
区
分
す
る
。
ま
た
、
両
科
⽬
中
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
を
⾏
う
「
DS
・
DX
関
連
科
⽬
」
を
配
置
す
る
。
各
コ
ー
ス
専
⾨
科

⽬
は
、
各
コ
ー
ス
の
専
⾨
分
野
の
講
義
・
実
験
・
実
習
科
⽬
か
ら
編
成
さ
れ
、

さ
ら
に
各
コ
ー
ス
の
科
⽬
の
も
と
、
応
⽤
科
⽬
、
発
展
科
⽬
を
配
置
す
る
。

【
教
育
⽅
法
】

○
総
合
的
海
洋
管
理
（
IC
OM

）
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
科
⽬

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
⼀
次
産
業
DX
を
含
む
総
合
的
海
洋
管
理
の
た
め
の

知
識
・
技
能
及
び
⼀
次
産
業
を
含
む
海
洋
科
学
分
野
の
DX
に
必
要
な
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
知
識
を
修
得
さ
せ
る
。
基
盤
科
⽬
、
基
盤
科
⽬
（
DS
・
DX
関

連
科
⽬
）
、
応
⽤
科
⽬
、
応
⽤
科
⽬
（
DS
・
DX
関
連
科
⽬
）
に
区
分
す
る
。

○
共
通
科
⽬

コ
ー
ス
横
断
的
な
受
講
が
可
能
で
あ
り
、
専
⾨
性
を
⾼
め
る
と
と
も
に
幅

広
い
知
識
を
修
得
で
き
る
。
基
盤
科
⽬
と
応
⽤
科
⽬
に
区
分
す
る
。

○
コ
ー
ス
別
専
⾨
科
⽬

学
科
共
通
の
基
盤
科
⽬
と
応
⽤
科
⽬
に
よ
り
専
⾨
性
の
向
上
及
び
幅
広
い

知
識
を
修
得
す
る
。
そ
れ
を
経
て
、
各
コ
ー
ス
の
応
⽤
科
⽬
と
発
展
科
⽬
を

受
講
さ
せ
る
。

○
卒
業
論
⽂

必
修
の
専
⾨
科
⽬
で
あ
る
「
卒
業
論
⽂
」
に
お
い
て
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
、
研
究
者
倫
理
を
教
授
し
、
⾼

い
倫
理
観
を
育
成
す
る
。

【
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

学
科
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
「
総
合
的
海
洋
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

設
定
し
、
“海
洋
資
源
”及
び
“海
洋
環
境
”を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
分
野
横
断
的

な
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
海
を
「
知
り
、
使
い
、
そ
し
て
護
る
」
た
め

に
、
⽣
物
・
⾮
⽣
物
を
含
め
た
「
海
洋
資
源
」
を
様
々
な
側
⾯
か
ら
扱
う
こ

と
の
で
き
る
⼈
材
育
成
を
⾏
う
。

【
学
修
評
価
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評
価
】

学
修
は
、
試
験
や
演
習
・
実
験
・
実
習
等
の
成
績
に
よ
り
評
価
す
る
。
在

学
⽣
や
卒
業
⽣
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
照
し
つ
つ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評

価
を
実
施
し
、
改
善
を
⾏
う
。

【
知
識
・
理
解
】

「
海
洋
資
源
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
多
⾯
的
な
視
点
か
ら
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
知
識
と
技
術
を
有
し
て
い
る
。
海
洋
資
源
管
理
に
不
可

⽋
な
知
識
や
⼿
法
を
⾝
に
付
け
て
い
る
。
ま
た
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に

関
わ
る
基
礎
的
知
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
⾨
分
野
の
知
識
と
の
融

合
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
や
国
際
社
会
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
で
き
る
。

【
思
考
・
判
断
】

海
洋
資
源
の
有
効
活
⽤
に
よ
る
持
続
的
社
会
の
創
造
を
志
し
、
「
海

洋
資
源
」
及
び
「
海
洋
資
源
管
理
」
に
関
す
る
諸
問
題
を
俯
瞰
的
に
分

析
し
な
が
ら
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
論
理
的
考
察
に
よ
り
問
題
の
本
質
を

把
握
し
、
実
際
に
⾏
動
し
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

【
技
能
・
表
現
】

⽇
本
語
に
よ
る
表
現
⼒
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
を
修
得
し
て
お
り
、
他
者
に
分
か
り
易
く

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
異
な
る
意
⾒
に
も
配
慮
し
た
問
題
解
決
に
必

要
な
能
⼒
と
し
て
、
合
意
形
成
に
関
す
る
知
識
を
活
⽤
で
き
る
技
術
を

有
し
て
い
る
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
効
率
的
に
集
約
し
解
析
す
る
た
め

の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
関
す
る
技
術
を
修
得
し
て
お
り
、
「
海
洋
資

源
」
に
関
し
て
⽣
物
学
、
化
学
、
地
学
、
物
理
学
の
分
野
か
ら
多
⾯
的

に
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
題
材
と
し
実
験
・
実
習
・
課
題
研
究

等
を
通
し
て
、
問
題
発
⾒
、
計
画
の
⽴
案
、
成
果
を
提
⽰
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
関
⼼
・
意
欲
・
態
度
】

「
海
洋
資
源
」
及
び
「
海
洋
資
源
管
理
」
に
関
す
る
理
解
と
利
⽤
に

つ
い
て
強
い
関
⼼
と
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
海
洋
科
学
の
DX
に
⾼

い
関
⼼
を
持
ち
、
専
⾨
分
野
の
知
識
を
深
く
理
解
し
た
上
で
、
関
連
学

問
分
野
を
活
⽤
す
る
こ
と
で
、
課
題
解
決
に
⾼
い
意
欲
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
社
会
及
び
国
際
社
会
の
な
か
で
の
技
術
者

や
研
究
者
の
責
任
と
役
割
を
⾃
覚
し
、
積
極
的
に
⾏
動
で
き
る
。

【
統
合
・
働
き
か
け
】

海
洋
資
源
科
学
に
関
わ
る
技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
、
持
続
可
能
な

⽣
産
に
向
け
た
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
洋
資
源
及
び
海
洋
資

源
管
理
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
⼈
々
と
協
⼒
し
て
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。

⼊
学
定
員
設
定
の
考
え
⽅
・
⼊
試
の
考
え
⽅

〇
学
校
推
薦
型
選
抜
：
コ
ー
ス
別
で
⾏
い
、
⼤
学
⼊
学
共
通

テ
ス
ト
と
個
別
試
験
（
⾯
接
）
を
課
す
学
校
推
薦
型
選
抜
Ⅱ

で
募
集
す
る
。
計
17
名
。

〇
⼀
般
選
抜
(前
期
⽇
程
)：
コ
ー
ス
別
で
⾏
い
、
そ
の
募
集
⼈

員
は
、
3コ

ー
ス
合
計
41
名
と
す
る
。

〇
⼀
般
選
抜
(後
期
⽇
程
)：
学
科
⼀
括
⼊
試
を
⾏
い
、
そ
の
募

集
⼈
員
は
、
7名

と
す
る
。

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
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⾼
知

⼤
学

農
林

海
洋

科
学

部
の

4つ
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

【
概

要
】

⽇
本

と
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

6⼤
学

に
よ

り
共

同
実

施
す

る
。

四
国

と
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の

農
⼭

漁
村

地
域

に
双

⽅
向

で
滞

在
し

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
と

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
両

国
に

共
通

す
る

課
題

や
可

能
性

を
学

ぶ
。

ロ
ー

カ
ル

と
グ

ロ
ー

カ
ル

の
双

⽅
の

視
点

か
ら

、
未

来
社

会
の

持
続

的
発

展
に

貢
献

で
き

る
サ

ー
バ

ン
ト

リ
ー

ダ
ー

の
養

成
を

⽬
指

す
。

希
望

学
⽣

を
対

象
と

す
る

。
【

科
⽬

】
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
⼊

⾨
演

習
、

カ
ル

チ
ャ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
、

ベ
ー

シ
ッ

ク
国

際
サ

ー
ビ

ス
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
ベ

ー
シ

ッ
ク

海
外

サ
ー

ビ
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

ア
ド

バ
ン

ス
ド

国
内

サ
ー

ビ
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

ア
ド

バ
ン

ス
ド

海
外

サ
ー

ビ
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ

Si
x 

Un
iv

er
si

ty
 In

iti
at

iv
e 

Ja
pa

n 
In

do
ne

si
a 

（
SU

IJI
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
農

⼭
漁

村
地

域
連

携
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
概

要
】

学
部

で
学

ぶ
専

⾨
的

な
知

識
や

技
能

を
備

え
る

だ
け

で
な

く
、

農
⼭

漁
村

の
多

様
性

を
理

解
し

、
多

⾓
的

か
つ

広
い

視
点

で
地

域
の

諸
課

題
を

捉
え

る
こ

と
に

よ
り

、
解

決
へ

の
⽅

策
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
⼈

材
を

育
成

す
る

。
希

望
学

⽣
を

対
象

と
す

る
。

【
科

⽬
】

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

⼊
⾨

演
習

、
農

⼭
漁

村
地

域
社

会
論

、
農

⼭
漁

村
地

域
実

習
Ⅰ

、
農

⼭
村

資
源

利
⽤

論
、

森
林

環
境

政
策

学
、

農
業

経
営

学
、

中
⼭

間
地

域
実

習
、

農
⼭

漁
村

地
域

実
習

Ⅱ
〜

Ⅳ
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・

技
能

）
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
実

践
⼒

）
、

地
域

協
働

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
SU

IJI
ベ

ー
シ

ッ
ク

国
内

サ
ー

ビ
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

修
了

要
件

：
7単

位
以

上
）

農
林

資
源

科
学

科
：

次
世

代
農

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
EP

SA
）

【
概

要
】

「
Io

P（
In

te
rn

et
 o

f P
la

nt
s）

が
導

く
Ne

xt
次

世
代

型
施

設
園

芸
農

業
へ

の
進

化
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
研

究
成

果
に

基
づ

い
て

、
環

境
制

御
・

デ
ー

タ
駆

動
型

の
次

世
代

型
施

設
園

芸
⽣

産
や

⽣
産

物
の

機
能

性
物

質
の

探
求

、
⾼

付
加

価
値

化
に

貢
献

す
る

の
み

な
ら

ず
、

国
内

外
の

⼀
次

産
業

の
DX

や
産

官
学

⺠
連

携
を

担
う

こ
と

が
で

き
る

⼈
材

の
育

成
を

⽬
指

す
。

希
望

学
⽣

を
対

象
と

す
る

。
地

域
枠

で
の

⼊
学

者
は

必
修

と
す

る
。

【
科

⽬
】

次
世

代
農

業
科

学
コ

ー
ス

：
⾼

知
県

の
最

先
端

農
業

Io
P⼊

⾨
、

次
世

代
農

業
を

感
じ

て
み

よ
う

！
、

デ
ー

タ
農

業
を

や
っ

て
み

よ
う

！
、

Io
P総

論
、

ス
マ

ー
ト

農
業

Ⅰ
, Ⅱ

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・

技
能

）
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
実

践
⼒

）
、

指
定

専
⾨

科
⽬

（
修

了
要

件
18

単
位

）
．

AI
・

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
実

践
コ

ー
ス

：
農

⼯
情

報
共

創
学

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
数

学
Ⅰ

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
数

学
Ⅱ

、
農

科
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

（
修

了
要

件
30

単
位

）

海
洋

資
源

科
学

科
：

総
合

的
海

洋
管

理
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

(IC
OM

) 
【

概
要

】
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
や

⼀
次

産
業

DX
を

包
括

す
る

総
合

的
海

洋
管

理
の

た
め

の
知

識
・

技
能

を
修

得
さ

せ
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

海
を

知
り

、
使

い
、

そ
し

て
護

る
た

め
に

、
⽣

物
・

⾮
⽣

物
を

含
め

た
海

洋
資

源
を

さ
ま

ざ
ま

な
側

⾯
か

ら
扱

う
こ

と
の

で
き

る
⼈

材
を

育
成

す
る

。
こ

の
た

め
，

海
洋

資
源

と
そ

れ
を

取
り

巻
く

海
洋

環
境

を
適

切
に

維
持

･管
理

し
て

い
く

た
め

の
基

礎
的

な
知

識
や

社
会

科
学

的
知

識
を

有
す

る
国

際
的

な
“総

合
的

海
洋

管
理

”の
視

野
を

持
っ

た
学

⽣
の

教
育

を
実

施
す

る
。

希
望

学
⽣

を
対

象
と

す
る

。
【

科
⽬

】
海

洋
科

学
概

論
、

海
洋

⽣
命

科
学

概
論

、
海

洋
基

礎
⽣

態
学

、
⽔

産
資

源
学

、
海

洋
管

理
政

策
論

、
⽔

産
⽣

物
学

、
⿂

類
学

概
論

、
⽔

質
学

、
海

洋
化

学
概

論
、

海
洋

物
理

学
概

論
、

海
洋

情
報

化
学

、
海

洋
ケ

ミ
カ

ル
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
、

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

、
活

性
発

現
機

構
、

国
際

・
地

域
栄

養
⾷

科
学

、
合

意
形

成
学

、
沿

岸
域

防
災

学
（

修
了

要
件

18
単

位
）

学
部

共
通

プ
ロ

グ
ラ

ム

学
科

別
プ

ロ
グ

ラ
ム
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次世代農業教育プログラム 
（Education Program for Smart Agriculture：EPSA） 

 
わが国の SDGs や Society 5.0 の達成のためには、産業のデータ駆動型 DX を牽引できる

⼈材が必要である。次世代農業教育プログラムは、「IoP（Internet of Plants）が導く Next
次世代型施設園芸農業への進化」プロジェクトにおいて得られた研究成果を学部教育に活
⽤することにより、環境制御・データ駆動型の次世代型施設園芸⽣産や⽣産物の機能性物質
の探求、⾼付加価値化に貢献するのみならず、国内外の⼀次産業の DX や産官学⺠連携を担
うことができる⼈材の育成を設置の⽬的とする。 
 本プログラムは、共通教育及び専⾨科⽬から選定した科⽬群の履修により社会的関⼼の
⾮常に⾼いスマート農業の⽣産から加⼯流通までを学ぶ「次世代農業科学コース」と、さら
にデータ駆動型農業の理解・実践に必要な知識を⾼度に学ぶ「AI・プログラミング実践コー
ス」から成る。両コースともに、3 年次には修了し、修了証を授与することでコース修了者
として就職活動できるように下記のようにカリキュラムを設計した。 
 カリキュラムでは、プログラムを段階的に履修できるように複数の科⽬群（プログラム⼊
⾨・実習科⽬群、プログラム基盤科⽬群、AI・プログラミング科⽬群、専⾨科⽬群）を配置
した。「次世代農業科学コース」では基礎的知識の修得を⽬的として、1 年次に⼊⾨・実習
科⽬群（共通教育科⽬）とプログラム基盤科⽬群の「スマート農業Ⅰ」を配置した。2 年次
以降は、プログラム基盤科⽬群、スマート農業の理解に必要な 4 つの専⾨科⽬群を順次履
修し、総括として「IoP 総論」によりスマート農業の全体像を俯瞰的に理解する。「AI・プ
ログラミング実践コース」では、２年次から AI・プログラミング科⽬群を履修し、⼈⼯知
能技術を数学的に理解し、プログラミングにより農業の現場に応⽤できる知識と技能を⾝
に付ける。さらに、基盤科⽬のキャリア形成論により卒業後の進路設計を考える機会を得る
ことができ、２つのインターンシップ科⽬（選択必修）により現場で必要な技能・技術の修
得や、⽣産から６次産業化の実地での経験の取得が可能となる。 
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次世代農業教育プログラム 単位数 
次世代農業

科学コース 

AI・プログ

ラミング実

践コース 

共通・専⾨科

⽬の別 
要卒 

プ ロ グ ラ
ム⼊⾨・実
習科⽬群 

⾼知の最先端農業 IoP ⼊⾨セミナ
ー 

2 必修 共通教育 要卒 

次世代農業を感じてみよう！IoP
スプリングスクール 

１ 選択 共通教育 要卒 

データ農業をやってみよう！IoP
サマースクール 

2 選択 必修 共通教育 要卒 

プ ロ グ ラ
ム 基 盤 科
⽬群 

スマート農業Ⅰ 2 必修 専⾨ 要卒 
スマート農業Ⅱ 2 必修 専⾨ 要卒 
IoP 総論 1 必修 専⾨ 要卒 
キャリア形成論 1 必修 専⾨ 要卒 
インターンシップ（技術・技能） 1 選択必修 専⾨ 要卒 
インターンシップ（実践⼒） 1 選択必修 専⾨ 要卒 

作 物 ⽣ 産
系科⽬群 

施設⽣産学概論 
農業気象学 
施設⽣産システム学 
⾷料⽣産プロセス学 
植物⼯場※ 
園芸管理学 
花卉園芸学 
果樹園芸学 
蔬菜園芸学 
植物育種学 
動物⽣理学 
 

2 3 科⽬選択必修 専⾨ 要卒 

植物・⼟壌
系科⽬群 

無機化学※ 
⼟壌学 
⼟壌環境科学 
植物栄養学 
植物資源科学 
植物⽣育環境学 
植物感染病学※ 
植物微⽣物相互作⽤論※ 

2 2 科⽬選択必修 専⾨ 要卒 
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⾷品・⾷料
系科⽬群 

⾷品化学 
農産物利⽤学 
⾷品分析学 
⾷品衛⽣学※ 
 

2 2 科⽬選択必修 専⾨ 要卒 

⽣ 物 系 科
⽬群 

化学⽣態学 
保全⽣態学 
昆⾍学※ 
動物⽣態学 
 

2 1 科⽬選択必修 
 

専⾨ 要卒 

AI・プログ
ラ ミ ン グ
科⽬群 

農⼯情報共創学 2  必修 専⾨ 要卒 
データサイエンスの微分・積分 2  必修 専⾨ 要卒 
データサイエンスの線形代数 2 

 
必修 専⾨ 要卒 

農科のためのＡＩプログラミング ２ 
 

必修 専⾨ 要卒 
※「作物⽣産系科⽬群」、「植物・⼟壌系科⽬群」、「⾷品・⾷料系科⽬群」、「⽣物系科⽬群」

のうち学科共通科⽬の「DS・DX 科⽬に含まれない科⽬ 
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総合的海洋管理教育プログラム 

（Integrated Coastal and Ocean Management：略称ICOM） 

海洋資源科学科では，海洋生物生産学，海底資源環境学，海洋生命科学のいずれのコースにおいても，“海洋資源”

及び“海洋環境”をキーワードとした分野横断的な教育を実施することで，海を「知り，使い，そして護る」ために，

生物・非生物を含めた「海洋資源」を様々な側面から扱うことのできる人材育成を行います。このため，海洋資源と

それを取り巻く海洋環境を適切に維持･管理していくための基礎的な知識や社会科学的知識を有する国際的な“総合

的海洋管理”の視野を持った学生の教育を実施します。 

ICOM教育プログラムは，「海洋科学概論」（海洋学全般、１年次第１学期）を必修科目（２単位）とし、選択必修

科目群４科目から３科目（６単位）ならびに選択科目群の中から５科目10単位以上，合計９科目18単位以上を修得

することで修了認定されます。選択科目群は４分野（海洋生物生産，海底資源環境，海洋生命，社会科学）の科目で

構成されており，それぞれの分野から１科目以上，合計５科目以上を履修する必要があります。なお、本プログラム

における選択必修・選択科目群の全科目は卒業に必要な専門科目86単位の一部となります。 

選択必修科目群（４科目中３科目を履修） 

分野 科目名 履修開始年次 開講学期

海洋学一般

沿岸海洋

水産海洋

社会科学

海洋生命科学概論

海洋基礎生態学

水産学概論

海洋管理政策論

2 

2 

2 

3 

1 

1 

1 

1 

選択科目群（４分野それぞれから１科目以上、合計５科目を履修） 

分野 科目名 履修開始年次 開講学期

海洋生物生産

水産生物学
2（生物） 

3（生命・海底） 
2 

水質学 2 1

魚類学概論
2（生物・海底） 

3（生命） 
1 

海底資源環境

海洋化学概論 1 2

海洋物理学概論 2 2

海洋情報化学 2 2

海洋生命

海洋ケミカルバイオロジー
2（生命・海底） 

3（生物） 
2 

バイオインフォマティクス入門 3 １

活性発現機構 3 1

社会科学

国際・地域栄養食料学 2 1

合意形成学
2（生命・海底） 

3（生物） 
2 

沿岸域防災学 １ 2 

  生物：海洋生物生産学コース； 海底：海底資源環境学コース； 生命：海洋生命科学コース
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農
林

資
源

科
学

科
の

特
⾊

と
教

育
課

程

1年
次

2年
次

３
年

次
4年

次
１

学
期

２
学

期
１

学
期

２
学

期
１

学
期

２
学

期
１

学
期

２
学

期

情
報

処
理

*

フ
ィ

ー
ル

ド
サ

イ
エ

ン
ス

実
習

*

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

実
践

課
題

演
習

さ
わ

っ
て

わ
か

る
AI

講
座

〜
基

礎
理

論
か

ら
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
を

使
っ

た
実

践
ま

で
〜

⾼
知

の
最

先
端

農
業

Io
P

⼊
⾨

セ
ミ

ナ
ー

DX
と

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

デ
ー

タ
活

⽤
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

⼊
⾨

次
世

代
農

業
を

感
じ

て
み

よ
う

Io
Pス

プ
リ

ン
グ

ス
ク

ー
ル

デ
ー

タ
農

業
を

や
っ

て
み

よ
う

！
Io

Pサ
マ

ー
ス

ク
ー

ル

１
次

産
業

DX
概

論
*

⼤
学

数
学

⼊
⾨

基
礎

統
計

学
*

ス
マ

ー
ト

農
業

Ⅰ
*

ス
マ

ー
ト

農
業

Ⅱ
*

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・

技
能

）
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（

実
践

⼒
）

暖
地

農
学

分
野

：
施

設
⽣

産
学

概
論

、
農

業
気

象
学

、
植

物
育

種
学

、
施

設
⽣

産
シ

ス
テ

ム
学

、
⾷

料
⽣

産
プ

ロ
セ

ス
学

、
園

芸
管

理
学

、
花

卉
園

芸
学

、
果

樹
園

芸
学

、
蔬

菜
園

芸
学

、
動

物
⽣

理
学

農
芸

化
学

分
野

：
⼟

壌
学

、
植

物
栄

養
学

、
植

物
資

源
科

学
、

植
物

⽣
育

環
境

学
、

⼟
壌

環
境

科
学

、
⾷

品
化

学
、

農
産

物
利

⽤
学

、
⾷

品
分

析
学

環
境

保
全

分
野

：
動

物
⽣

態
学

、
化

学
⽣

態
学

、
保

全
⽣

態
学

、
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
地

域
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

、
森

林
作

業
シ

ス
テ

ム
学

、
森

林
資

源
循

環
利

⽤
学

、
森

林
⽣

態
・

造
林

学

キ
ャ

リ
ア

形
成

論
*

DS
・

DX
基

盤
科

⽬
学

部
共

通

DS
・

DX
⼊

⾨
科

⽬
共

通
教

育

キ
ャ

リ
ア

形
成

科
⽬

学
科

共
通

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
微

分
・

積
分

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
線

形
代

数

農
⼯

情
報

共
創

学
農

科
の

た
め

の
AI

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

Io
P総

論
地

理
空

間
情

報
学

・
演

習
動

物
⽣

態
情

報
学

森
林

情
報

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

論

植
物

防
疫

オ
ミ

ク
ス

解
析

学

応
⽤

DS
・

DX
演

習
卒

業
論

⽂
演

習

卒
業

論
⽂

DS
・

DX
専

⾨
科

⽬
学

科
共

通
・

分
野

横
断

DS
・

DX
発

展
科

⽬
学

科
共

通

卒
論

科
目

農
芸

化
学

概
論

、
基

礎
分

析
化

学
、

基
礎

有
機

化
学

、
⽣

物
化

学
、

植
物

感
染

病
学

、
農

芸
化

学
基

礎
実

験
Ⅰ

〜
Ⅳ

、
応

⽤
微

⽣
物

学
、

代
謝

⽣
化

学
、

構
造

解
析

化
学

、
微

⽣
物

遺
伝

⼦
⼯

学
、

基
礎

外
書

講
読

Ⅰ
、

Ⅱ
な

ど
(計

33
科

⽬
）

共
通

：
暖

地
農

学
基

礎
実

習
、

環
境

保
全

基
礎

実
習

、
中

⼭
間

地
域

実
習

、
⾃

然
環

境
学

、
外

国
書

購
読

Ⅰ
、

Ⅱ
な

ど
(計

8科
⽬

)
暖

地
農

学
：

暖
地

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
実

習
Ⅰ

、
Ⅱ

、
農

政
学

、
動

物
⽣

産
学

概
論

、
熱

帯
農

学
概

論
、

作
物

学
、

農
業

経
営

学
な

ど
(計

11
科

⽬
)

環
境

保
全

：
森

林
⽣

産
技

術
実

習
Ⅰ

、
森

林
⽣

態
・

造
林

学
、

⽔
資

源
学

、
農

薬
化

学
、

⾃
然

環
境

学
実

験
な

ど
(計

26
科

⽬
)

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
コ

ー
ス

農
芸

化
学

コ
ー

ス

次
世

代
農

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

(E
PS

A)
・

次
世

代
農

業
科

学
コ

ー
ス

・
AI

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

実
践

コ
ー

ス
3年

次
に

受
講

修
了

次
世

代
農

業
に

関
連

し
、

Io
P参

画
教

員
が

担
当

す
る

科
⽬

を
中

⼼
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

⽬
を

指
定

し
必

修
化

（
⾃

分
の

所
属

分
野

と
は

異
な

る
2分

野
か

ら
計

5科
⽬

10
単

位
、

選
択

必
修

）

〇
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

コ
ー

ス
(定

員
90

名
, う

ち
地

域
枠

10
名

)
⼀

般
選

抜
（

前
期

）
：

45
名

⼀
般

選
抜

（
後

期
）

：
15

名
総

合
型

選
抜

Ⅰ
：

15
名

(⾼
知

県
で

5名
)

学
校

推
薦

型
選

抜
Ⅰ

：
15

名
(⾼

知
県

で
専

⾨
推

薦
5名

、
全

国
で

専
⾨

推
薦

３
名

）

〇
農

芸
化

学
コ

ー
ス

（
定

員
45

名
, う

ち
地

域
枠

5名
）

⼀
般

選
抜

（
前

期
）

：
35

名
⼀

般
選

抜
（

後
期

）
：

5名
学

校
推

薦
型

選
抜

Ⅰ
：

5名
（

⾼
知

県
で

5名
）

〇
３

年
次

編
⼊

学
試

験
：

2名
（

⾼
知

県
・

農
業

分
野

）

学
部

・
学

科
共

通
(学

部
共

通
)：

⽣
物

学
概

論
、

化
学

概
論

、
地

球
科

学
概

論
、

物
理

学
概

論
、

地
学

基
礎

実
験

、
⽣

物
学

基
礎

実
験

、
化

学
基

礎
実

験
（

計
９

科
⽬

）
(学

科
共

通
)：

暖
地

農
学

概
論

、
植

物
⼯

場
、

現
代

応
⽤

⽣
物

科
学

（
計

３
科

⽬
）

⼊
学

者
選

抜

DS
・

DX
AI

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

科
⽬

*：
必

修
科

⽬
**

：
選

択
必

修
科

⽬

経
営

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

科
⽬

学
科

共
通

農
業

経
営

⾰
新

論
**

地
域

農
業

最
適

化
論

**
農

企
業

ﾏｰ
ｹﾃ

ｨﾝ
ｸﾞ

論
**

知
的

財
産

概
論

**
ﾌｰ

ﾄﾞ
ﾋﾞ

ｼﾞ
ﾈｽ

制
度

論
**
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海
洋
⽣
物
⽣
理
・
⽣
態
学
、
天
然
有
機
化
学
、

分
⼦
細
胞
⽣
物
学
、
海
洋
進
化
⽣
態
学
、

⽣
物
化
学
、
⽣
物
有
機
化
学
、
情
報
化
学
、

有
機
構
造
解
析
、
分
⼦
⽣
合
成
論
、

海
洋
天
然
物
化
学
演
習

な
ど

海
洋
⽣
命
科
学
コ
ー
ス

D
S・

D
X基

盤
科
⽬
（
学
部
共
通
科
⽬
）

・
１
次
産
業
DX
概
論

・
⼤
学
数
学
⼊
⾨

・
基
礎
統
計
学

・
ス
マ
ー
ト
農
業
Ⅰ

・
ス
マ
ー
ト
農
業
Ⅱ

４
年
次

3年
次

2年
次

1年
次

⼊
試
の
⼯
夫

海
洋
⽣
物
⽣
産
学

コ
ー
ス

（
30
名
）

海
底
資
源
環
境
学

コ
ー
ス

（
15
名
）

海
洋
⽣
命
科
学

コ
ー
ス

（
20
名
）

⿂
病
学
、
⽔
族
環
境
学
、
⽔
産
物
利
⽤
学
、

⽔
産
増
殖
学
、
⿂
類
栄
養
飼
料
学
、
⿂
類
⽣
理
学

⽔
産
化
学
、
⽔
産
⾷
品
原
料
科
学

海
洋
⽣
物
学
実
験
、
⽔
産
化
学
実
験
、

海
洋
観
測
実
習
、
⽔
産
増
殖
学
実
習

な
ど

資
源
物
理
化
学
、
資
源
分
析
化
学
、

⽔
圏
地
球
化
学
、
同
位
体
地
球
化
学
、

海
底
地
形
処
理
、
海
底
資
源
学
演
習
、

現
場
化
学
計
測
、
海
底
資
源
分
析
実
験

な
ど

卒 業 論 ⽂ 演 習

応 ⽤DS ・DX 演 習 卒 業 論 ⽂

専
門
基
盤
・
応
用
科
目
（
学
科
共
通
）

専
門

応
用

・
発

展
科

目
（
コ
ー
ス
別

）

D
S・

D
X関

連
科
⽬
(学
科
共
通
)

IC
O
M
:

・
海
洋
科
学
概
論

・
⽔
産
資
源
学

・
海
洋
化
学
概
論

・
海
洋
情
報
化
学

・
活
性
発
現
機
構

科
学
英
語
Ⅰ

科
学
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

海
洋
科
学
概
論

総
合
的
海
洋
管
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
IC
O
M
）
関
連
科
⽬

＜
学
科
共
通
専
⾨
科
⽬
＞⽔
産
資
源
学

海
洋
管
理
政
策
論

海
洋
基
礎
⽣
態
学

海
洋
⽣
命
科
学
概
論

学
科
共
通
の
専
⾨
的
な
科
⽬
を
学
び
、
広
い
視
野
を
持
っ
た
学
⽣
を
養
成

海
洋
⽣
物
⽣
産
コ
ー
ス

海
底
資
源
環
境
学
コ
ー
ス

海
洋
科
学
の
D
Xに

資
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

海
洋

資
源

科
学

科
の

特
色

と
教

育
課

程

科
学
英
語
Ⅱ

学
校
推
薦
型
選
抜

（
専
⾨

・
⼀
般
枠
）

D
S・

D
X発

展
科
⽬

(学
部
共
通
)

応
⽤
DS
・
DX
演
習

＊
上
記
教
育
課
程
よ
り
DX
関
連
科
⽬
を
抜
粋
（
下
線
は
必
修
科
⽬
）

＊
4科

⽬
中
3科

⽬
必
修

＊
必
修

D
S・

D
X関

連
科
⽬
（
共
通
教
育
）

・
情
報
処
理

・
さ
わ
っ
て
わ
か
る
AI
講
座
、

・
DX
と
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
、

・
デ
ー
タ
活
⽤
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
⼊
⾨
、

・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
課
題
演
習

D
S・

D
X関

連
科
⽬
(コ
ー
ス
別
専
⾨
科
⽬
)

＜
専
⾨
科
⽬
(コ
ー
ス
別
)＞

共
通
教
育

<
初
年
次
科
⽬
>

⼤
学
基
礎
論
・
学
問
基
礎
論
・

⼤
学
英
語
⼊
⾨
・
英
会
話
・

情
報
処
理
・

課
題
探
究
実
践
セ
ミ
ナ
ー
（
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
実
習
）

＜
教
養
科
⽬
＞

さ
わ
っ
て
わ
か
る
AI
講
座
・

DX
と
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
・

デ
ー
タ
活
⽤
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
⼊
⾨
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
課
題
演
習

学
部
共
通
専
⾨
科
⽬

1次
産
業
DX
概
論
・

ス
マ
ー
ト
農
業
Ⅰ
・
Ⅱ

⼤
学
数
学
⼊
⾨

基
礎
統
計
学

⿂
類
学
概
論

⽔
質
学 海
洋
情
報
化
学

海
洋
物
理
学
概
論

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
⼊
⾨

海
洋
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

国
際
・
地
域
栄
養
⾷
科
学

合
意
形
成
学

⽔
産
⽣
物
学

海
洋
化
学
概
論

活
性
発
現
機
構 沿

岸
域
防
災
学

コ
ー
ス
別
専
⾨
科
⽬

１
年
次

DS
関
連
科
⽬
︓

・
統
計
デ
ー
タ
解
析

・
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
⼊
⾨

(⽣
海
洋
物
)・
⿂
病
学
・
⽔
族
病
理
学
実
習

・
⽔
産
⾷
品
原
料
科
学
・
⿂
類
⽣
理
学
な
ど

(海
底
資
源
)・
海
底
資
源
分
析
実
験

・
海
底
資
源
学
演
習
な
ど

(海
洋
⽣
命
)・
情
報
化
学
・
有
機
構
造
解
析

な
ど

４
年
次

２
〜
３
年
次

総
合
的
海
洋
管
理
教
育
を
ベ
ー
ス
と
し
、
４
年
間
を
通
し
て
、
海
洋
科
学
の
D
Xに

資
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
知
⾒
・
技
術
を
涵
養
す
る
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第
1
学

期

暖
地

農
学

分
野

環
境

保
全

分
野

暖
地

農
学

分
野

環
境

保
全

分
野

暖
地

農
学

分
野

暖
地

農
学

分
野

環
境

保
全

分
野

1
農

政
学

☆
食

品
化

学
土

壌
環

境
科

学

2
蔬

菜
園

芸
学

森
林

生
態

・
造

林
学

森
林

生
態

・
造

林
学

農
業

経
営

革
新

論
微

生
物

遺
伝

子
工

学
農

業
経

営
革

新
論

4
植

物
遺

伝
学

5 1
地

球
科

学
概

論
熱

帯
農

学
概

論
地

球
科

学
概

論
☆

基
礎

分
析

化
学

地
球

科
学

概
論

2
化

学
生

態
学

食
品

衛
生

学

3 4 5 1
農

業
気

象
学

森
林

資
源

循
環

利
用

学
森

林
資

源
循

環
利

用
学

知
的

財
産

概
論

知
的

財
産

概
論

2
土

壌
学

森
林

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

論
☆

土
壌

学
植

物
生

育
環

境
学

植
物

生
育

環
境

学

3
生

物
学

概
論

暖
地

農
学

概
論

4
☆

農
芸

化
学

概
論

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
微

分
・
積

分
科

学
・
技

術
の

倫
理

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
微

分
・
積

分
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

微
分

・
積

分

5
高

知
の

最
先

端
農

業
Io

P
セ

ミ
ナ

ー

1
農

山
村

資
源

利
用

論
農

科
の

た
め

の
A

Iプ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
植

物
微

生
物

相
互

作
用

論
農

科
の

た
め

の
A

Iプ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

2
△

物
理

学
概

論
△

物
理

学
概

論
 

物
理

学
概

論
植

物
資

源
科

学
施

設
生

産
シ

ス
テ

ム
学

3
動

物
生

理
学

生
物

環
境

分
析

学

4
☆

生
物

化
学

動
物

生
態

学
動

物
生

産
・
繁

殖
学

5
植

物
工

場
植

物
工

場

1
水

資
源

学
☆

基
礎

有
機

化
学

家
畜

管
理

学
栄

養
化

学

2
☆

植
物

感
染

病
学

食
品

流
通

論
水

産
物

利
用

学

3 4

魚
類

学
概

論

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
実

践
力

）
（
通

年
）

☆
農

芸
化

学
基

礎
実

験
Ⅲ

☆
農

芸
化

学
基

礎
実

験
Ⅳ

☆
基

礎
外

書
講

読
Ⅱ

☆
専

門
外

書
講

読
Ⅱ

地
域

協
働

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

構
造

解
析

化
学

☆
農

芸
化

学
応

用
実

験
Ⅱ

生
物

有
機

化
学

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・
技

能
）
（
通

年
）

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・
技

能
）
（
通

年
）

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・
技

能
）
（
通

年
）

食
品

分
析

学

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
実

践
力

）
(通

年
）

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
実

践
力

）
(通

年
）

中
山

間
地

域
実

習
（
通

年
）

森
林

生
産

技
術

実
習

Ⅰ
（
通

年
）

◎
学

科
必

修
科

目
　

☆
コ

ー
ス

必
修

　
★

分
野

必
修

　
△

コ
ー

ス
選

択
必

修

保
全

生
態

学
農

業
経

営
革

新
論

測
量

学
・
実

習
（
通

年
）

農
芸

化
学

コ
ー

ス

★
暖

地
農

学
基

礎
実

習
★

環
境

保
全

基
礎

実
習

◎
卒

業
論

文
（
通

年
）

自
然

環
境

学
実

験

農
薬

化
学

樹
木

学
実

習
地

学
基

礎
実

験

生
物

学
基

礎
実

験

農
林

資
源

科
学

科
　

授
業

時
間

割

１
年

生

曜
日

時
限

水
理

学
・
実

験

４
年

生

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
コ

ー
ス

農
芸

化
学

コ
ー

ス

大
学

基
礎

論

応
用

力
学

・
演

習
Ⅰ

☆
外

国
書

講
読

Ⅰ

２
年

生

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
コ

ー
ス

5

３
年

生

農
芸

化
学

コ
ー

ス

◎
基

礎
統

計
学

大
学

英
語

入
門

Ⅰ

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・
A

I科
目

英
会

話
Ⅰ

農
芸

化
学

コ
ー

ス
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

コ
ー

ス

☆
生

物
学

概
論

 外
国

語
科

目
A

◎
一

次
産

業
D

X
概

論

◎
ス

マ
ー

ト
農

業
Ⅱ

地
理

空
間

情
報

学
・
演

習

農
科

の
た

め
の

A
Iプ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

森
林

経
済

学

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
コ

ー
ス 環
境

保
全

分
野

木

☆
自

然
環

境
学

◎
応

用
D

S
・
D

X
演

習
デ

ー
タ

農
業

を
や

っ
て

み
よ

う
Io

P
サ

マ
ー

ス
ク

ー
ル

物
理

学
基

礎
実

験

火月

外
国

語
科

目
A

課
題

探
求

実
践

セ
ミ

ナ
ー

（
フ

ィ
ー

ル
ド

サ
イ

エ
ン

ス
実

習
）

金 集
中

講
義

水
暖

地
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

実
習

Ⅱ

農
企

業
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
植

物
防

疫
オ

ミ
ク

ス
解

析
学

基
礎

化
学

実
験

森
林

生
産

技
術

実
習

Ⅱ
（
通

年
）

化
学

生
態

学
森

林
土

木
学

環
境

水
質

学
・
実

験

農
企

業
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
植

物
防

疫
オ

ミ
ク

ス
解

析
学

農
企

業
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
微

生
物

学
入

門
無

機
化

学

木
材

利
用

学
実

験

3

知
的

財
産

概
論

植
物

生
育

環
境

学

動
物

生
態

学

植
物

工
場

☆
暖

地
農

学
概

論
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第
2
学

期

暖
地

農
学

分
野

環
境

保
全

分
野

暖
地

農
学

分
野

環
境

保
全

分
野

暖
地

農
学

分
野

暖
地

農
学

分
野

環
境

保
全

分
野

1
農

業
経

営
学

応
用

微
生

物
学

2
農

工
情

報
共

創
学

昆
虫

学
農

工
情

報
共

創
学

動
物

発
生

工
学

農
工

情
報

共
創

学
環

境
保

全
農

業
論

3
☆

外
国

書
講

読
Ⅱ

4 5 1
植

物
育

種
学

植
物

育
種

学
植

物
細

菌
学

2
花

卉
園

芸
学

有
機

化
学

土
壌

微
生

物
生

態
学

3 4 5
☆

外
国

書
講

読
Ⅱ

1
施

設
生

産
学

概
論

2
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

線
形

代
数

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
線

形
代

数
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

線
形

代
数

Io
P
総

論
Io

P
総

論
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

3
森

林
作

業
シ

ス
テ

ム
学

4
△

化
学

概
論

△
化

学
概

論
化

学
概

論

5 1
植

物
栄

養
学

植
物

栄
養

学

2
果

樹
園

芸
学

木
質

成
分

の
理

化
学

代
謝

生
化

学
園

芸
管

理
学

森
林

情
報

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

論
代

謝
生

化
学

生
体

高
分

子
化

学

3 4 5 1
農

産
物

利
用

学
地

域
産

業
最

適
化

論
地

域
産

業
最

適
化

論

2
作

物
学

食
料

生
産

プ
ロ

セ
ス

学
現

代
応

用
生

物
科

学
現

代
応

用
生

物
科

学

3
フ

ー
ド

ビ
ジ

ネ
ス

制
度

論
フ

ー
ド

ビ
ジ

ネ
ス

制
度

論
フ

ー
ド

ビ
ジ

ネ
ス

制
度

論

4
動

物
生

産
学

概
論

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
演

習

5
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

実
習

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・
技

能
）
（
通

年
）

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・
技

能
）
（
通

年
）

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・
技

能
）
（
通

年
）

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
実

践
力

）
（
通

年
）

☆
専

門
外

書
講

読
Ⅰ

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
実

践
力

）
（
通

年
）

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
実

践
力

）
（
通

年
）

動
物

生
体

情
報

学
☆

農
芸

化
学

応
用

実
験

Ⅰ

中
山

間
地

域
実

習
（
通

年
）

☆
農

芸
化

学
基

礎
実

験
Ⅰ

森
林

生
産

技
術

実
習

Ⅰ
（
通

年
）

☆
農

芸
化

学
基

礎
実

験
Ⅱ

自
然

環
境

学
実

習
☆

基
礎

外
書

講
読

Ⅰ

化
学

基
礎

実
験

◎
学

科
必

修
科

目
　

☆
コ

ー
ス

必
修

　
★

分
野

必
修

　
△

コ
ー

ス
選

択
必

修

地
域

環
境

デ
ザ

イ
ン

学

地
域

産
業

最
適

化
論

Io
P
総

論
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
森

林
保

護
学

森
林

作
業

シ
ス

テ
ム

学

現
代

応
用

生
物

科
学

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
演

習

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
実

習

森
林

生
産

技
術

実
習

Ⅱ
（
通

年
）

森
林

環
境

政
策

学

測
量

学
・
実

習
（
通

年
）

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
コ

ー
ス 環
境

保
全

分
野

３
年

生
４

年
生

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
コ

ー
ス

農
芸

化
学

コ
ー

ス
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

コ
ー

ス
農

芸
化

学
コ

ー
ス

農
芸

化
学

コ
ー

ス
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

コ
ー

ス
農

芸
化

学
コ

ー
ス

曜
日

時
限

１
年

生
２

年
生

火 水 木

次
世

代
農

業
を

感
じ

て
み

よ
う

Io
P
ス

プ
リ

ン
グ

ス
ク

ー
ル

大
学

英
語

入
門

Ⅱ

学
問

基
礎

論
★

暖
地

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
実

習
Ⅰ

英
会

話
Ⅱ

金 集
中

講
義

◎
卒

業
論

文
演

習

地
域

環
境

デ
ザ

イ
ン

学

材
料

工
学

・
実

験

◎
卒

業
論

文
（
通

年
）

外
国

語
科

目
B

大
学

数
学

入
門

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成
論

外
国

語
科

目
Ｂ

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・
A

I科
目

◎
ス

マ
ー

ト
農

業
Ⅰ

月

森
林

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

演
習

応
用

力
学

・
演

習
Ⅱ
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In
te
rn
et

of
Pl
an
ts

IC
T

Io
T

AI

IC
T

Io
T

AI

JA

- 設置等の趣旨（資料） - 35 -



- 設置等の趣旨（資料） - 36 -



DS
DX

DX

DS
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第
１
学
期

第
２
学
期

第
１
学
期

第
２
学
期

第
１
学
期

第
２
学
期

第
１
学
期

第
２
学
期

⿂
病
学
②

海
洋
微
⽣
物
学
実
験
①

⽔
族
環
境
学
②

⽔
産
⽣
物
学
実
験
①

⽔
族
環
境
学
実
験
①

⿂
類
栄
養
飼
料
学
②

⽔
産
化
学
実
験
①

⽔
産
物
利
⽤
学
②

⽔
族
栄
養
学
実
験
①

分
⼦
⽣
物
学
実
験
①

環
境
微
⽣
物
⼯
学
②

⽔
産
増
殖
学
②

⽔
産
⾷
品
原
料
学
②

⿂
類
⽣
理
学
②

藻
類
増
殖
学
②

⿂
類
防
疫
学
②

⽔
産
物
品
質
管
理
学
②

海
洋
観
測
実
習
①

⽔
産
製
造
学
実
習
①

⽔
産
増
殖
学
実
習
①

⽔
族
病
理
学
実
習
①

0単
位

0単
位

3単
位
（
う
ち
集
中
1単

位
）

７
単
位

20
単
位

2単
位

0単
位

0単
位

32
単
位

科
学
英
語
Ⅰ
①

科
学
英
語
Ⅱ
①

⽔
産
化
学
②

分
析
化
学
概
論
②

微
⽣
物
学
概
論
②

⽔
産
⽣
物
化
学
②

0単
位

0単
位

6単
位

3単
位

0単
位

1単
位

0単
位

0単
位

海
洋
科
学
概
論
②

⽔
産
学
概
論
②

海
洋
化
学
概
論
②

海
洋
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
②

⿂
類
学
概
論
②

海
洋
基
礎
⽣
態
学
②

沿
岸
域
防
災
学
②

⽔
質
学
②

国
際
・
地
域
栄
養
⾷
料
学
②

⽔
産
⽣
物
学
②

海
洋
管
理
政
策
論
②

合
意
形
成
学
②

２
単
位

4単
位

10
単
位

2単
位

2単
位

4単
位
（
う
ち
集
中
２
単
位
）

0単
位

0単
位

34
単
位

海
洋
資
源
科
学
科
「
海
洋
⽣
物
⽣
産
学
コ
ー
ス
」
 
履
修
モ
デ
ル

卒
業
要
件
単
位
数
：
12
4単

位
専
⾨
教
育
科
⽬
（
 
専
⾨
必
修
科
⽬
：
38
単
位
、
専
⾨
選
択
科
⽬
：
48
単
位
、
合
計
：
86
単
位
以
上
修
得
 
）

共
通
教
育
科
⽬
（
 
初
年
次
（
導
⼊
）
科
⽬
：
14
単
位
、
外
国
語
科
⽬
：
4単

位
、
教
養
科
⽬
：
20
単
位
合
計
:3
8単

位
以
上
修
得
 
）

年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

単
位
合
計

学
期

専 ⾨ 科 ⽬

海
洋
⽣
物
⽣
産
学
コ
ー
ス

必
修
科
⽬

【
履
修
の
考
え
⽅
】

専
⾨
分
野
を
よ
り
⾼
度
に
深
く
学
習
し
，
応

⽤
⼒
・
創
造
性
に
富
み
，
柔
軟
な
思
考
⼒
・

課
題
解
決
能
⼒
を
⾝
に
つ
け
る
た
め
の
科
⽬

を
履
修
す
る
。

学 科 共 通 科 ⽬
共
通
科
⽬

必
修
科
⽬

【
履
修
の
考
え
⽅
】

海
洋
資
源
科
学
諸
分
野
の
専
⾨
科
⽬
を
受
講

さ
せ
る
。
コ
ー
ス
横
断
的
な
受
講
が
可
能
で

あ
り
、
専
⾨
性
を
⾼
め
る
と
と
も
に
幅
広
い

知
識
を
修
得
す
る
科
⽬
を
履
修
す
る
。

I C O M 科 ⽬

必
修
科
⽬

必
修
科
⽬

必
修
科
⽬

応
⽤
科
⽬

（
DS
・

DX
）

応
⽤
科
⽬

【
履
修
の
考
え
⽅
】

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
⼀
次
産
業
DX
を
も
包
括
す
る
総
合
的

海
洋
管
理
の
た
め
の
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
科
⽬
を
履
修
す

る
。基
盤
科
⽬

（
DS
・

DX
）

基
盤
科
⽬

⽣
物
や
化
学
に
関
す
る
基
礎
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
⽣
物

資
源
の
維
持
管
理
・
有
効
活
⽤
に
関
す
る
専
⾨
知
識
・
技
術
を
活
か
し
て
社
会

で
活
躍
し
た
い
。

海
洋
に
関
連
し
た
⽣
物
・
化
学
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
海
洋
⽣
物
⽣
産
管
理
の
専
⾨

知
識
・
技
術
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
⽤
し
た
解
析
技
術
を
修
得
し
，
海
洋
⽣
物

資
源
を
理
解
し
活
⽤
す
る
た
め
の
思
考
⼒
と
実
践
⼒
を
⾝
に
つ
け
る
。

⾷
品
・
バ
イ
オ
関
連
企
業
、
公
務
員
（
県
の
⽔
産
職
な
ど
）
、
教
員

（
理
科
・
⽔
産
）
、
⽔
族
館
、
⼤
学
院
進
学

な
ど

活
躍
で
き
る
進
路

修
得
す
る
知
識
・
能
⼒

学
⽣
の
希
望
・
志
向
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応
⽤
DS
・
DX
演
習
①

卒
業
論
⽂
演
習
①

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

1単
位

7単
位

⼀
次
産
業
DX
概
論
②

基
礎
統
計
学
②

ス
マ
ー
ト
農
業
Ⅰ
②

2単
位

2単
位

2単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

⽣
物
学
概
論
②

化
学
概
論
②

基
礎
化
学
実
験
②

2単
位

2単
位

2単
位
（
う
ち
集
中
２
単
位
）

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

20
単
位

教
養
科
⽬

教
養
科
⽬
⑥

教
養
科
⽬
⑧

教
養
科
⽬
②

教
養
科
⽬
④

外
国
語
科
⽬

外
国
語
科
⽬
②

外
国
語
科
⽬
②

初
年
次
（
導
⼊
）
科
⽬

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

AI
科
⽬
A②

、
B（

集
中
②
）

⼤
学
基
礎
論
②

学
問
基
礎
論
②

⼤
学
英
語
⼊
⾨
Ⅰ
①

⼤
学
英
語
⼊
⾨
Ⅱ
①

英
会
話
Ⅰ
①

英
会
話
Ⅱ
①

課
題
探
求
実
践
セ
ミ
ナ
ー

（
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
実

習
）
②

18
単
位

14
単
位

2単
位

4単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

38
単
位

24
単
位
（
う
ち
集
中
２
単
位
）

22
単
位

25
単
位
（
う
ち
集
中
３
単
位
）

16
単
位

22
単
位

7単
位
（
う
ち
集
中
２
単
位
）

1単
位

7単
位

12
4単

位

卒
業
論
⽂
⑥

1学
期
履
修
単
位
数

必
修
科
⽬

【
履
修
の
考
え
⽅
】

基
礎
的
な
⾃
然
科
学
の
知
識
を
⾝
に
付
け
る

た
め
の
科
⽬
を
履
修
す
る
。

共 通 教 育 科 ⽬

【
本
科
⽬
選
択
の
考
え

⽅
】

現
代
⼈
と
し
て
必
要
な
基

礎
教
養
、
外
国
語
能
⼒
の

基
礎
を
⾝
に
付
け
る
と
と

も
に
、
⾼
知
の
⽂
化
、
社

会
、
⾃
然
の
特
徴
に
つ
い

て
理
解
す
る
た
め
の
科
⽬

を
履
修
す
る
。

選
択

必
修

科
⽬

必
修

科
⽬

学 部 共 通 科 ⽬

卒
論
科
⽬

必
修
科
⽬

基
盤
科
⽬

【
履
修
の
考
え
⽅
】

研
究
デ
ー
タ
を
題
材
と
し
て
⾼
度
な
統
計

デ
ー
タ
解
析
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
、
関
連
専
⾨
分
野
に
お
け
る
DS
や
DX

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
実
地
に
修
得
す

る
。

DS
・
DX
科
⽬

必
修
科
⽬

【
履
修
の
考
え
⽅
】

⼀
次
産
業
DX
の
必
要
性
、
統
計
学
を
学
ぶ

た
め
の
数
学
⼿
法
、
農
林
海
洋
科
学
分
野
に

必
須
の
統
計
⼿
法
、
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
、

ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
わ
る
⽣
産
・
加
⼯
・
流

通
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
科
⽬
を
履
修
す

る
。
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 

第３年次編入学生の単位認定について（案） 

令和  年  月  日 

農林海洋科学部教授会 

 高知大学農林海洋科学部規則第 23 条に基づき、第３年次編入学生の単位認定に

ついて、次のとおり申し合わせる。 

１．第３年次編入学生については、入学を許可された年次の学生に適用している高知大学

農林海洋科学部履修規則（以下「履修規則」という。）を適用する。 

２．第３年次編入学生が入学前に他大学等で修得した単位の単位認定にあたっては、入学

する学科の学務委員である教員１名及び学科長が認定案を作成し、学務委員会の審査

を経て教授会で認定するものとする。 

３．第３年次編入学生が入学前に他大学等で修得した単位の認定を受けようとするときは、

所定の申請書類等を学部が定める期日までに提出しなければならない。なお、高等専

門学校の科目について認定を受けようとする場合は、認定願に当該科目を修得した学

年を明記し、１年次、２年次、３年次の科目については、認定案を作成した教員が理

由書を作成し添付するものとする。 

４．認定単位数は、入学前に取得した単位数を超えないものとする。 

５．卒業要件単位として認定できる単位数は、原則として、88 単位を上限とし、それを

超えて単位を認定する場合には、理由書を添付するものとする。 

６．各科目区分における単位認定については、次のとおりとする。 

（1）初年次科目、教養科目

編入学前に他大学等で修得した単位のうち、初年次科目及び教養科目については、教

育目標等を考慮に入れ検討を行ったうえで、初年次科目 12 単位、教養科目 28 単位

（合計 40 単位）を上限に履修したものとみなし、科目区分毎に一括認定を行う。な

お、外国語分野４単位、地域関連科目４単位については、履修したものとみなす。ま

た、教育職員免許状取得希望者が教育職員免許状取得に係る科目を履修している場合

は、科目別に認定することとし、全学教職委員会に認定の依頼を行うものとする。 

（2）専門科目

編入学前に他大学等で修得した単位のうち、農林海洋科学部の専門科目を修得したと
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 

みなし得る科目については、履修規則別表に規定する科目に読み替えて認定を行う。 

（3）教育職員免許状取得に係る科目

①「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び

生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する科目」「教科及び教

科の指導法に関する科目（各教科の指導法）」 

・全学教職委員会に科目別に認定を依頼する。

・単位を認定した科目のうち、共通教育科目以外のものは、卒業要件単位に

含めない。

②「教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）」

・教授会において単位を認定した科目のうち、「教科及び教科の指導法に関

する科目（教科に関する専門的事項）」に相当する科目については、当該

科目として修得したものとみなす。

③免許法施行規則第 66 条の６に定める科目

・全学教職委員会に科目別に認定を依頼する。

７．単位を認定した科目についても、入学する学科の長が学生にとって有益であると判断

した場合は、聴講の機会を与えるものとする。 

８．この申合せに定めるもののほか、第３年次編入学生の単位認定に関して必要な事項は、

教授会の議を経て学部長が定める。 

附 則 

 この申合せは、令和 年 月 日から施行し、令和５年度の編入学生から適用す

る。 
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３年次編入学生に係る単位読み替え表

履修年次

他大学　農学系学部・学科
農業大学校  園芸系学科
農業・園芸系　専修学校
など

単位数

植物生理Ⅰ  等 1

植物生理Ⅱ  等 1

必修 2 農業基礎  等 2

必修 1・2 化学  等 2

生物工学  等 1

作物概論  等 1

農業経営学  等 1

農業簿記Ⅱ  等 1

農業施策  等 1

農業法人  等 1

3 土壌肥料学  等 2

植物病理学Ⅰ  等 1

植物病理学Ⅱ  等 1

3 園芸各論のうち2単位  等 2

園芸施設  等 1

スマート農業  等 1

園芸流通  等 1

園芸流通研修のうち1単位  等 1

農薬概論  等 1

ＩＰＭ  等 1

環境保全型農業Ⅰ  等 1

環境保全型農業Ⅱ  等 1

必修 2 先進農家等留学研修のうち1単位  等 1

2 先進農家等留学研修のうち1単位  等 1

2 先進農家等留学研修のうち2単位  等 2

2 実習系科目のうち2単位  等 2

必修 3 進路別選択のうち１単位  等 1

33

教養科目・実習系科目のうち2単位　等 14

実習系科目（上記以外）　等 24

読み替え合計 71

高知大学農林海洋科学部
農林資源科学科

必修 1 生物学概論

暖地農学概論

化学概論

2 作物学

2 農業経営学

3 農政学

土壌学

3 植物感染病学

園芸管理学

3 施設生産システム学

3 食品流通論

3 農薬化学

3 環境保全農業論

インターンシップ（技術・技能）

インターンシップ（実践力）

中山間地域実習

暖地農学基礎実習

キャリア形成論

共通教育科目　初年次（導入）科目の授業
題目

共通教育科目　外国語科目・教養科目（自
然分野科目の授業題目6単位を含む）
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農
林
資
源
科
学
科
「
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
コ
ー
ス
・
暖
地
農
学
分
野
・
EP
SA
」
 
履
修
モ
デ
ル
（
３
年
次
編
⼊
学
⽣
）

第
１

学
期

第
２

学
期

第
１

学
期

第
２

学
期

第
１

学
期

第
２

学
期

第
１

学
期

第
２

学
期

 
 

 
 

 
暖

地
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

実
習

Ⅰ
②

 
 

 

 
 

 
暖

地
フ

ィ
ー

ル
ド

科
学

実
習

Ⅱ
②

 
農

政
学

②
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

2単
位

2単
位

2単
位

0単
位

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

０
単
位

０
単
位

0単
位

 

 
 

 
 

外
国

書
講

読
Ⅰ

①
外

国
書

講
読

Ⅱ
①

 
 

 

 
 

 
 

⾃
然

環
境

学
②

 
 

 
 

選
択

必
修

科
⽬

 
 

 
 

 
 

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
実

習
①

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

3単
位

2単
位

0単
位

0単
位

11
単
位

 
 

 
 

 
キ

ャ
リ

ア
形

成
論

①
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

2単
位

0単
位

0単
位

 

　
　

　
　

知
的

財
産

概
論

②
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

2単
位

0単
位

0単
位

0単
位

　

 
 

 
 

 
現

代
応

⽤
⽣

物
科

学
①

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

1単
位

0単
位

0単
位

 

必
修

科
⽬

【
履

修
の

考
え

⽅
】

作
物

栽
培

と
畜

産
に

特
化

し
た

暖
地

農
学

分
野

を
よ

り
⾼

度
に

深
く

学
習

し
、

⾼
い

専
⾨

的
知

識
を

修
得

す
る

た
め

の
科

⽬
を

履
修

す
る

。

【
履

修
の

考
え

⽅
】

森
林

、
農

業
環

境
、

⾃
然

環
境

の
保

全
や

修
復

に
特

化
し

た
環

境
保

全
分

野
を

よ
り

⾼
度

に
深

く
学

習
し

，
⾼

い
専

⾨
的

知
識

を
修

得
す

る
た

め
の

科
⽬

を
履

修
す

る
。

フ ỻ ổ ル ド 科 学 コ ổ ス

必
修

科
⽬

【
履

修
の

考
え

⽅
】

専
⾨

分
野

を
よ

り
⾼

度
に

深
く

学
習

し
，

応
⽤

⼒
・

創
造

性
に

富
み

，
柔

軟
な

思
考

⼒
・

課
題

解
決

能
⼒

を
⾝

に
つ

け
る

た
め

の
科

⽬
を

履
修

す
る

。

【
履

修
の

考
え

⽅
】

県
内

の
試

験
研

究
機

関
や

企
業

の
研

究
機

関
等

の
体

験
学

習
に

よ
り

、
技

術
普

及
、

農
業

振
興

、
農

家
や

農
業

法
⼈

の
運

営
等

の
知

識
、

技
能

を
⾝

に
付

け
る

と
と

も
に

、
能

⼒
・

職
歴

・
資

格
を

蓄
積

し
、

⾃
⼰

実
現

を
図

る
⼿

法
を

⾝
に

付
け

る
た

め
の

科
⽬

を
履

修
す

る
。

暖
地

農
学

科
⽬

必
修

科
⽬

環
境

保
全

科
⽬ 共

通
科

⽬

キ
ャ

リ
ア

形
成

科
⽬

【
履

修
の

考
え

⽅
】

農
学

に
関

す
る

⼀
般

的
包

括
的

な
知

識
を

修
得

す
る

た
め

の
科

⽬
及

び
四

国
の

農
学

教
育

の
質

の
向

上
と

相
互

補
完

の
強

化
を

図
る

⽬
的

で
設

⽴
し

た
「

農
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
四

国
」

の
合

同
授

業
科

⽬
を

履
修

す
る

。

必
修

科
⽬

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
技

術
・

技
能

）
①

卒
業
要
件
単
位
数
：
12
4単

位
専
⾨
教
育
科
⽬

（
 

専
⾨

必
修

科
⽬

：
30

単
位

、
専

⾨
選

択
科

⽬
：

56
単

位
、

合
計

：
86

単
位

以
上

修
得

 
）

共
通
教
育
科
⽬

（
 

初
年

次
（

導
⼊

）
科

⽬
：

14
単

位
、

外
国

語
科

⽬
：

4単
位

、
教

養
科

⽬
：

20
単

位
合

計
:3

8単
位

以
上

修
得

 
）

年
次

１
年

次
２

年
次

３
年

次
４

年
次

単
位

合
計

学
期

専 ⾨ 科 ⽬

学 科 共 通 科 ⽬

経
営

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

科
⽬

【
履

修
の

考
え

⽅
】

6次
産

業
化

や
農

業
経

済
・

農
業

経
営

に
ま

で
専

⾨
科

⽬
を

拡
⼤

し
、

地
域

産
業

を
後

押
し

で
き

る
基

盤
的

素
養

を
涵

養
す

る
。

さ
ら

に
、

知
的

財
産

や
そ

れ
ら

を
保

護
す

る
た

め
の

特
許

権
や

商
標

権
な

ど
の

知
的

財
産

権
に

つ
い

て
の

基
礎

的
知

識
を

修
得

さ
せ

る
。

共
通

科
⽬

学
⽣
の
希
望
・
志
向

農
業

や
畜

産
、

⾷
品

な
ど

に
興

味
を

も
ち

、
⽣

物
⽣

産
や

そ
れ

に
関

わ
る

環
境

の
専

⾨
知

識
に

つ
い

て
も

っ
と

学
び

た
い

。
さ

ら
に

，
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
や

ス
マ

ー
ト

農
業

に
つ

い
て

も
知

⾒
を

広
め

、
社

会
の

様
々

な
分

野
で

活
躍

し
た

い
。

修
得
す
る
知
識
・
能
⼒

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
、

特
に

持
続

的
で

環
境

負
荷

を
軽

減
し

た
⽣

物
⽣

産
に

関
わ

る
基

礎
的

概
念

お
よ

び
専

⾨
知

識
を

学
び

，
そ

の
学

習
を

通
し

て
論

理
的

思
考

⼒
を

⾝
に

付
け

，
社

会
の

様
々

な
分

野
で

⼒
を

発
揮

で
き

る
⼒

を
⾝

に
つ

け
る

。
⾼

知
県

で
展

開
さ

れ
て

い
る

ス
マ

ー
ト

農
業

に
つ

い
て

、
⽣

産
・

省
⼒

化
・

⾼
付

加
価

値
化

・
流

通
に

関
す

る
最

新
の

知
識

を
修

得
す

る

活
躍
で
き
る
進
路

農
学

系
公

務
員

（
国

家
・

地
⽅

）
、

教
員

（
農

業
⾼

校
・

普
通

⾼
校

・
中

学
校

）
、

⼤
学

院
進

学
、
JA

、
⺠

間
企

業
（

園
芸

・
農

業
施

設
系

・
種

苗
・

⾷
品

・
流

通
）
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⾷
料

⽣
産

プ
ロ

セ
ス

学
②

 

 
 

 
蔬

菜
園

芸
学

②
 

 
 

 

 
 

 
農

業
気

象
学

②
植

物
育

種
学

②
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
化

学
⽣

態
学

②
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

植
物

⽣
育

環
境

学
②

植
物

栄
養

学
②

⾷
品

化
学

②
農

産
物

利
⽤

学
②

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
Io

P総
論

①
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

微
分

・
積

分
②

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
線

形
代

数
②

農
科

の
た

め
の

AI
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

②
 

 

 
 

 
 

農
⼯

情
報

共
創

学
②

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

8単
位

8単
位

6単
位

5単
位

32
単
位

 
 

 
 

 
 

応
⽤

DS
・

DX
演

習
①

卒
業

論
⽂

演
習

①
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

1単
位

7単
位

 

 
 

 
 

⼀
次

産
業

DX
概

論
②

ス
マ

ー
ト

農
業

Ⅰ
②

ス
マ

ー
ト

農
業

Ⅱ
②

 
 

 
 

 
 

基
礎

統
計

学
②

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

4単
位

2単
位

2単
位

0単
位

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

16
単
位

教
養

科
⽬

 
 

 
 

⾼
知

の
最

先
端

農
業

Io
P⼊

⾨
セ

ミ
ナ

ー
②

次
世

代
農

業
を

感
じ

て
み

よ
う

！
Io

Pス
プ

リ
ン

グ
ス

ク
ー

ル
①

 
 

 

外
国

語
科

⽬
 

 
 

 
 

 
 

 
 

初
年

次
科

⽬
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
0単

位
0単

位
0単

位
0単

位
2単

位
1単

位
0単

位
0単

位
3単

位
 

0単
位

0単
位

0単
位

0単
位

21
単
位

18
単
位

11
単
位

12
単
位

62
単
位

基
盤

科
⽬

学 部 共 通 科 ⽬

卒
論

科
⽬

卒
業

論
⽂

⑥

【
履

修
の

考
え

⽅
】

研
究

デ
ー

タ
を

題
材

と
し

て
⾼

度
な

統
計

デ
ー

タ
解

析
や

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

解
析

に
取

り
組

み
、

関
連

専
⾨

分
野

に
お

け
る

DS
や

DX
に

必
要

な
知

識
・

技
能

を
修

得
す

る
た

め
の

科
⽬

を
履

修
す

る
。

共 通 教 育 科 ⽬

【
本

科
⽬

選
択

の
考

え
⽅

】
現

代
⼈

と
し

て
必

要
な

基
礎

教
養

、
外

国
語

能
⼒

の
基

礎
を

⾝
に

付
け

る
と

と
も

に
、

⾼
知

の
⽂

化
、

社
会

、
⾃

然
の

特
徴

【
履

修
の

考
え

⽅
】

基
礎

的
な

⾃
然

科
学

の
知

識
を

⾝
に

付
け

る
た

め
の

科
⽬

を
履

修
す

る
。

D S ・ D X 科 ⽬

暖
地

農
学

科
⽬

【
履

修
の

考
え

⽅
】

各
分

野
の

専
⾨

科
⽬

の
履

修
を

通
し

て
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

と
⼀

次
産

業
の

DX
に

必
要

な
動

植
物

・
微

⽣
物

の
⽣

命
現

象
、

⽣
物

⽣
産

の
⽣

産
技

術
・

⽣
産

環
境

、
こ

れ
ら

の
取

り
巻

く
⼟

壌
・

気
象

・
⽣

物
環

境
を

学
ぶ

と
と

も
に

環
境

保
全

・
修

復
や

持
続

可
能

な
農

業
の

実
現

、
さ

ら
に

は
⽣

産
物

の
⾼

付
加

価
値

化
・

有
効

利
⽤

に
向

け
て

多
⾯

的
に

理
解

・
考

察
を

深
化

さ
せ

る
科

⽬
を

履
修

す
る

。

【
履

修
の

考
え

⽅
】

⼀
次

産
業

DX
の

必
要

性
、

統
計

学
を

学
ぶ

た
め

の
数

学
⼿

法
、

農
林

海
洋

科
学

分
野

に
必

須
の

統
計

⼿
法

、
デ

ー
タ

リ
テ

ラ
シ

ー
、

ス
マ

ー
ト

農
業

に
関

わ
る

⽣
産

・
加

⼯
・

流
通

に
つ

い
て

必
要

な
知

識
を

修
得

す
る

た
め

の
科

⽬
を

履
修

す
る

。

選
択

必
修

科
⽬

必
修

科
⽬

必
修

科
⽬

農
⼭

漁
村

地
域

連
携

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム

【
履

修
の

考
え

⽅
】

地
域

社
会

が
抱

え
る

諸
問

題
に

つ
い

て
、

各
学

科
に

お
け

る
専

⾨
的

知
識

の
涵

養
に

加
え

、
そ

れ
と

は
異

な
る

視
点

か
ら

、
あ

る
い

は
、

よ
り

実
践

的
視

点
を

⾝
に

付
け

る
た

め
の

科
⽬

を
履

修
す

る
。

1学
期

履
修

単
位

数

選
択

科
⽬

必
修

科
⽬

DS
・

DX
科

⽬

必
修

科
⽬

環
境

保
全

科
⽬

農
芸

化
学

科
⽬

発
展

科
⽬

【
履

修
の

考
え

⽅
】

DS
・

DX
に

関
わ

る
実

践
的

応
⽤

の
た

め
の

知
識

や
技

能
を

修
得

す
る

科
⽬

を
履

修
す

る
。

AI
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

【
履

修
の

考
え

⽅
】

専
⾨

分
野

に
お

け
る

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

お
よ

び
デ

ー
タ

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

の
基

本
的

な
概

念
と

⼿
法

、
応

⽤
例

を
学

び
、

 A
I技

術
を

活
⽤

し
た

課
題

解
決

す
る

た
め

の
知

識
・

技
能

を
修

得
す

る
。

コ
ー

ス
横

断
的

な
受

講
が

可
能

で
あ

り
、

専
⾨

性
を

⾼
め

る
と

と
も

に
幅

広
い

知
識

を
修

得
す

る
科

⽬
を

履
修

す
る

。
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インターンシップ（技術・技能）・インターンシップ（実践力）受入機関一覧 

①インターンシップ（技術・技能） 

公設試験研究機関 住所 

高知県農業技術センター 高知県南国市廿枝 1100 

高知県農業技術センター 果樹試験場 高知県高知市朝倉丁 268 

高知県農業技術センター 林業試験場 高知県吾川郡仁淀川町森 2792 

高知県畜産試験場 高知県高岡郡佐川町中組 1247 番地 

  

「IoP（Internet of Plants）が導く『Next

次世代型施設園芸農業』への進化」プロジ

ェクト関連の高知県内企業 

住所 

日之出産業株式会社 高知県南国市国分 1309 番地 

有限会社イチカワ 高知県香南市野市町西野３５番地３ 

株式会社土佐電子 高知県土佐市高岡町乙 61－10 

株式会社トリムエレクトリックマシナリー 高知県南国市蛍が丘 1丁目 5番地 2 

株式会社オサシ・テクノス 高知県高知市本宮町 65 番地 3 

株式会社シティネット 高知県南国市蛍が丘１丁目１番地１ 

株式会社ソフトビレッジ 高知市福井町 2216 番地 75  

株式会社高知電子計算センター 高知県高知市本町四丁目１番１６号 

パシフィックソフトウエア開発 株式会社 高知県高知市本宮町 105 番地 22  

株式会社 SHIFT PLUS 高知県高知市駅前町 1-8 

宮地電機株式会社 高知県高知市本町 3-3-1 

株式会社高知前川種苗 高知県高知市相生町６番３号 

株式会社 丸昇農材 高知県須崎市西町 2丁目 9番 26 号 

株式会社 太陽 高知県高知市布師田 3950 

株式会社エレパ 高知県高知市南御座２番 12 号 

株式会社高知システムズ 高知県高知市本町 4-1-16 高知電気ビル 

株式会社アグリベース四万十 高知県高知市朝倉己 1175-19 

四国情報管理センター株式会社 高知県高知市一ツ橋町 1－36  
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②インターンシップ（実践力） 

会社名・団体名 住所 

高知県農業協同組合中央会 高知県高知市北御座 2-27 

高知県農業協同組合総括本部 高知県高知市五台山 5015-1 

高知県農業協同組合購買事業本部 高知県高知市五台山 5015-1 

高知県農業協同組合営農販売事業本部 高知県高知市仁井田 4706-4 

高知県農業協同組合信用共済事業本部 高知県高知市北御座 2-27 

株式会社 とさのさと 

（JA 高知県とさのさと支所） 

高知県高知市北御座 10-46 

高知県農業振興部 

安芸農業振興センター 

高知県安芸市矢ノ丸１丁目４番 36 号安芸

総合庁舎 

高知県農業振興部 

中央東農業振興センター 

高知県香美市土佐山田町加茂 777 番地 香

美農林合同庁舎 

高知県農業振興部 

中央西農業振興センター 

高知県土佐市高岡町乙 3229 番地土佐合同

庁舎 

高知県農業振興部 

須崎農業振興センター 

高知県須崎市西古市町 1 番 24 号 須崎総

合庁舎 

高知県農業振興部 

幡多農業振興センター 

高知県四万十市古津賀 4 丁目 61 番 中村

合同庁舎 

有限会社 川渕牧場 高知県高知市針木西 1323 

有限会社 おおぐし農園 高知県宿毛市平田町戸内字扇 3661-52 

有限会社 大地と自然の恵み 高知県香南市香北町韮生野 434 

高橋農園（高橋洋輔） 高知県高知市春野町南ヶ丘 1-1-1 セジュー

ルサアⅢ102 

有限会社 堀 おかざき農園 高知県高知市春野町東諸木 1445 

宮崎農園 高知県安芸市赤野乙 1833 
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地域協働インターンシップ受入機関一覧 

会社名・団体名 住所 

農林水産省中国四国農政局 岡山市北区下石井 1 丁目 4 番 1 号 

農林水産省中国四国農政局土地改良技術事

務所 

岡山市北区桑田町 1 番 36 号（岡山地方合

同庁舎） 

農林水産省中国四国農政局吉井川農業水利

事業所 

岡山市北区桑田町 1 番 36 号（岡山地方合

同庁舎） 

農林水産省中国四国農政局四国土地改良調

査管理事務所 

香川県丸亀市飯山町真時 677-1 

農林水産省中国四国農政局高知南国農地整

備事業所 

高知県香美市土佐山田町旭町 1丁目 4番 10

号 土佐山田合同庁舎 3 階 

国土交通省四国地方整備局企画部 高松市サンポート 3-33 

国土交通省四国地方整備局高知河川国道事

務所 

高知市六泉寺町 96-7 

国土交通省四国地方整備局中村河川国道事

務所 

四万十市右山 2033-14 

国土交通省四国地方整備局土佐国道事務所 高知市江陽町 2-2 

国土交通省四国地方整備局渡川ダム統合管

理事務所 

宿毛市平田町黒川字櫛ヶ崎山 5312-48 

国土交通省四国地方整備局高知港湾・空港

整備事務所 

高知市種崎 874 

高知県農業振興部中央東農業振興センター 香美市土佐山田町加茂 777 番地 

水資源機構吉野川本部 高松市天神前 10-1 

農研機構（農村工学研究部門） つくば市観音第 2-1-6 

高知市上下水道局下水道整備課 高知市桟橋通 3 丁目 31-11 

水土里ネット高知 高知市上町 2 丁目 9 番 12 号 

香川県農政水産部土地改良課 高松市番町四丁目 1-10 

岡山県農林水産事業部 岡山市北区弓之町 6-1 

兵庫県 淡路県民局洲本土地改良事務所 兵庫県洲本市塩屋 2-4-5 

愛媛県愛南土木事務所 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 

三祐コンサルタンツ 名古屋市東区代官町 35 番 16 号 第一富士

ビル 4F 

構営技術コンサルタント 高知市本宮町 105-23 ソフトウェア団地内 

総合開発 観音寺市瀬戸町 2-14-16 

大旺新洋 高知市仁井田 1625 番地 2 
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